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1 アンケート調査の実施概要 

1.1 調査の背景と目的 

日野市は「住み慣れた地域で生き、看取られる、暮らし・福祉・医療の展開」

を市政の基本姿勢として、在宅療養（住み慣れた自宅や地域で、医療・看護・

介護などの支援を受けながら療養生活をすること）の支援体制を構築し、地域

包括ケアシステムの充実を目指しています。 

今般、市民の方々、市内の医療機関の方々の意識、実態、ニーズ等を把握す

るため、アンケート調査を実施しました。 

今後、本調査結果を踏まえて、市民の皆様が安心して地域で暮らし続けられ

るまちづくりを進めるための関係者間における共通の指針となる「日野市在宅

療養体制構築のための基本方針」の策定に向けた検討を進めてまいります。 

 

1.2 調査の方法 

「日野市在宅療養体制構築のための基本方針策定にかかるアンケート」とし

て、市内の各関係主体向けに以下の 3 種類の調査票を作成し、アンケート調査

を実施しました。 

①市民アンケート調査 

②医療機関アンケート（診療所向け）調査 

③医療機関アンケート（病院向け）調査 

 

① 市民アンケート調査 

・対象者 ：平成 30 年 1 月 1 日時点で市内在住の 40 歳以上の方から、年

齢階層及び中学校区ごとに無作為に抽出した 2,760名 

・配布方法：郵送にて配布・回収 

・調査期間：平成 30年 2月 23日～3月 9日 

 

② 医療機関アンケート（診療所向け）調査 

・対象施設：市内で一般診療を行っている全ての診療所及び歯科診療所（計

195か所） 

・配布方法：郵送にて配布・回収 

・調査期間：平成 30年 2月 23日～3月 9日 

  

  



 

 

③ 医療機関アンケート（病院向け）調査 

・対象施設：市内全ての病院（7か所） 

・配布方法：郵送又は直接配布・回収 

・調査期間：平成 30年 2月 23日～3月 9日 

 

1.3 調査項目 

各アンケートにおける調査項目は、それぞれ下記のように設定しました。 

個々の設問や選択肢については各調査票をご参照ください。 

 

◆市民アンケート 

区分 調査項目 

回答者の属性 ・年齢 

・性別 

・居住地域（中学校区、日常生活圏域） 

・要支援・要介護度 

・世帯人数、世帯構成 

医療に関する経験等 ・かかりつけ医やよく受診する病院の所在地 

・かかりつけ医やよく受診する病院への通院 

手段、所要時間 

・充実して欲しい診療科 

・独力で通院困難となった場合の希望 

・在宅看取りの経験、意識 

・最期を迎えるときの場所や延命治療の希望 

 等 

在宅療養に関する意見 ・在宅療養を知っているか 

・訪問診療、往診、訪問歯科診療を知っているか 

・訪問診療、往診、訪問歯科診療の利用実態 

・在宅療養という選択肢に対する意見 

・在宅療養への不安 

・在宅療養の支援体制の充実に対する意見・要望 

等 

 

  



 

 

◆医療機関アンケート（診療所向け） 

区分 調査項目 

回答者の属性 ・所在地域（中学校区、日常生活圏域） 

・開業年数 

・事業承継の予定 

・標榜診療科 

・併設施設、連携施設 

・レセプト電算化、電子カルテ導入の状況 

・遠隔診療の実施状況 

等 

診療体制等 ・診療体制、時間 

・医師・歯科医師の年代別の人数 

・医療従事者の職種別の人数 

・常勤医師・歯科医師の居住地 

・医師・歯科医師、医療従事者の過不足状況 

等 

患者数等の状況 ・外来患者数 

・外来患者に占める高齢者の割合 

・患者数の動向 

等 

他の医療機関との連携状況 ・他の診療所に患者を紹介する頻度 

・患者をよく紹介する病院 

・逆紹介の実態 

・紹介元の実態 

等 

在宅療養の取組み状況 ・在宅療養のニーズの動向 

・在宅療養への考え方、取組み 

・在宅療養への対応状況 

・在宅療養支援（歯科）診療所の届出状況 

等 

訪問診療の取組み状況 ・訪問診療の実施状況 

・訪問診療実施上の困難・不安、実施していない

理由 

等 

往診の取組み状況 ・往診の実施状況 

・往診実施上の困難・不安、実施していない理由 

等 



 

 

区分 調査項目 

看取りの取組み状況 ・在宅看取りの実施状況 

・在宅看取りの対応方針 

・在宅看取り実施上の困難・不安、実施していな

い理由 

等 

在宅療養への意見等 ・介護職との連携の取りやすさ 

・在宅療養関係者との連携において困難に感じて

いること 

・在宅療養支援体制の充実に向けて、どのような

立場の関係者に全体のコーディネートを期待

するか 

・在宅療養の支援体制の充実に対する意見等 

等 

 

◆医療機関アンケート（病院向け） 

区分 調査項目 

回答者の属性 ・所在地域（中学校区、日常生活圏域） 

・病床数 

・開業年数 

・標榜診療科 

・併設施設、連携施設 

・レセプト電算化、電子カルテ導入の状況 

・遠隔診療の実施状況 

等 

診療体制等 ・診療体制、時間 

・医師・歯科医師の年代別の人数 

・医療従事者の職種別の人数 

・常勤医師・歯科医師の居住地 

・医師・歯科医師、医療従事者の過不足状況 

等 

患者数等の状況 ・外来患者数 

・外来患者に占める高齢者の割合 

・入院受入れ患者数 

・入院患者に占める高齢者の割合 

・患者数の動向 



 

 

区分 調査項目 

等 

退院支援等の取組み状況 ・紹介率、逆紹介率 

・病診連携の傾向 

・退院患者の総数、退院先の構成 

・退院時カンファレンスを実施した患者割合 

・退院時カンファレンスに参加するスタッフの範

囲 

・退院支援担当者の配置人数、過不足感 

等 

在宅療養の取組み状況 ・在宅療養のニーズの動向 

・在宅療養への考え方、取組み 

・在宅療養への対応状況 

・在宅療養支援病院の届出状況 

等 

訪問診療の取組み状況 ・訪問診療の実施状況 

・訪問診療実施上の困難・不安、実施していない

理由 

等 

往診の取組み状況 ・往診の実施状況 

・往診実施上の困難・不安、実施していない理由 

等 

看取りの取組み状況 ・在宅看取りの実施状況 

・在宅看取りの対応方針 

・在宅看取り実施上の困難・不安、実施していな

い理由 

等 

在宅療養への意見等 ・介護職との連携の取りやすさ 

・在宅療養関係者との連携において困難に感じて

いること 

・在宅療養支援体制の充実に向けて、どのような

立場の関係者に全体のコーディネートを期待

するか 

・在宅療養の支援体制の充実に対する意見等 

等 

  



 

 

1.4 回収結果 

アンケートの種類 配布枚数 回収枚数 有効回答数*1 有効回答率 

市民アンケート 2,760 1,278 1,252 約 45% 

医療機関アンケート 

（診療所向け） 
195 76 76 約 39% 

医療機関アンケート 

（病院向け） 
7 4 4 約 57% 

*1：有効回答については、集計日（平成 30年 3月 12日）までに提出があった

ものの中から、以下の基準を満たすものを算出。 

  ・市民アンケート…年齢・居住地に関して回答されていたもの 

  ・医療機関アンケート…設問に 1つでも回答されていたもの 

 

【市民アンケートにおける中学校区・年代別の有効回答率】 

中学校区  40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代～ 合計 

大坂上 33% 26% 51% 58% 48% 43% 

日野第一 26% 36% 45% 52% 57% 43% 

日野第二 26% 41% 42% 64% 70% 48% 

日野第四 30% 33% 43% 65% 61% 47% 

七生 25% 36% 58% 72% 62% 51% 

三沢 33% 48% 58% 68% 52% 52% 

日野第三 28% 22% 26% 46% 48% 34% 

平山 30% 42% 48% 49% 55% 45% 

合計 29% 36% 46% 59% 57% 45% 

※各中学校区に該当する住所地 

大坂上 新町 1～5丁目、栄町 1～5丁目、大坂上 1～4丁目、神明 1～4丁目、日野台 1～3

丁目、多摩平 7丁目 

日野第一 日野本町 1～7丁目、日野、万願寺 1～4丁目、上田、宮 

日野第二 日野台 4～5丁目、多摩平 2・4～6丁目、豊田、東豊田 2～4丁目、豊田 1～4丁目 

日野第四 さくら町、多摩平 1・3丁目、富士町、旭が丘 1～6丁目、東平山 3丁目、西平山 3

～5丁目 

七生 川辺堀之内、東豊田 1丁目、南平 1～9丁目 

三沢 万願寺 5～6丁目、石田、石田 1～2丁目、新井、高幡、三沢、三沢 1～3丁目、百
草、落川 

日野第三 三沢 4・5丁目、程久保、程久保 1～8丁目 

平山 平山 1～6丁目、東平山 1～2丁目、西平山 1～2丁目 

  



 

 

1.5 集計の方法 

多肢選択式の設問における各選択肢の構成比率は、当該設問に対する有効回

答者数を母数として算出しています。なお、小数点以下第 1 位を四捨五入して

記載しているため、各選択肢の構成比率を合計しても 100%とはならない場合が

あります。また、当てはまるものを複数選択する設問については、各選択肢の

構成比率の合計は 100%とはなりません。 

 

市民アンケートについては、日野市における年齢階層別・中学校区別の人口

構成比率と、アンケート回答者の年齢階層別・中学校区別の人数構成比率で差

が見られたため、より正確に日野市の実態を反映した分析を行うために、「ウェ

イトバック集計」と呼ばれる手法を用いて集計を行いました。 

ウェイトバック集計とは、回答者の構成比率をアンケート対象者の構成比率

に合わせるために補正を行う手法です。以下で、例を用いて説明します。 

 

１）補正係数の導出 

 

 実際の人口構成    回答者の人数構成 

 40代 50代 合計   40代 50代 合計 

A町 100人 150人 250人  A町 10人 10人 20人 

B町 300人 250人 550人  B町 20人 40人 60人 

合計 400人 400人 800人  合計 30人 50人 80人 

 

 

 補正係数の導出 

 実際の 

人口 

実際の 

人口 

構成比 

人口構成比に基づく

理想的な回答者数 

実際の 

回答者 

数 

補正係数 

（理想的な回答者

数÷実際の回答者

数） 

A町40代 100人 12.5% 80人×12.5%=10人 10人 10人/10人＝1.00 

A町50代 150人 18.6% 80人×18.6%=15人 10人 15人/10人＝1.50 

B町40代 300人 37.5% 80人×37.5%=30人 20人 30人/20人＝1.50 

B町50代 250人 31.3% 80人×31.3%=25人 40人 25人/40人＝0.63 

合計 800人 100% 80人 80人 － 

※四捨五入の関係上、合計人数が一致しない場合があります。 

  



 

 

２）補正係数を用いた集計値の補正 

 

① 複数の選択肢から 1つを選ぶ設問の場合 

 

 補正前 

 選択肢① 選択肢② 選択肢③ 合計 

A町 40代 5人 2人 3人 10人 

A町 50代 3人 3人 4人 10人 

B町 40代 10人 5人 5人 20人 

B町 50代 12人 15人 13人 40人 

合計 30人 25人 25人 80人 

比率 37.5% 31.3% 31.3% 100% 

 

 補正後 

 選択肢① 選択肢② 選択肢③ 合計 

A町 40代 5人×1.00＝ 5人 2人×1.00＝ 2人 3人×1.00＝ 3人 10人 

A町 50代 3人×1.50＝ 5人 3人×1.50＝ 5人 4人×1.50＝ 6人 15人 

B町 40代 10人×1.50＝15人 5人×1.50＝ 8人 5人×1.50＝ 8人 30人 

B町 50代 12人×0.63＝ 8人 15人×0.63＝ 9人 13人×0.63＝ 8人 25人 

合計 32人 23人 25人 80人 

比率 40.0% 29.2% 30.8% 100% 

※四捨五入の関係上、合計人数が一致しない場合があります。 

なお、問ごとの回答者の合計が N=100 未満の場合で各年代・地域の回答者が

四捨五入の結果 N＝0となる場合、切り上げて N=1として処理をしています。

（問３－５該当） 

  



 

 

② 複数の選択肢から当てはまるもの全てを選ぶ設問の場合 

 

 補正前 

 選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④ 回答者計 

A町 40代 3人 3人 8人 2人 10人 

A町 50代 5人 5人 3人 2人 10人 

B町 40代 12人 15人 8人 5人 20人 

B町 50代 30人 20人 15人 18人 40人 

合計 50人 43人 34人 27人 80人 

比率 62.5% 53.8% 42.5% 33.8% － 

 

 補正後 

 選択肢① 選択肢② 選択肢③ 選択肢④ 回答者計 

A町 40代 3人×1.00 

＝ 3人 

3人×1.00 

＝3人 

8人×1.00 

＝8人 

2人×1.00 

＝ 2人 

10人×1.00 

＝10人 

A町 50代 5人×1.50 

＝ 8人 

5人×1.50 

＝ 8人 

3人×1.50 

＝ 5人 

2人×1.50 

＝ 3人 

10人×1.50 

＝15人 

B町 40代 12人×1.50 

＝18人 

15人×1.50 

＝23人 

8人×1.50 

＝12人 

5人×1.50 

＝ 8人 

20人×1.50 

＝30人 

B町 50代 30人×0.63 

＝19人 

20人×0.63 

＝13人 

15人×0.63 

＝ 9人 

18人×0.63 

＝11人 

40人×0.63 

＝25人 

合計 47人 46人 34人 24人 80人 

比率 59.1% 56.9% 42.3% 29.7% － 

※小数点の四捨五入の関係上、合計人数が一致しない場合があります。  

 なお、問ごとの回答者の合計が N=100 未満の場合で各年代・地域の回答者が

四捨五入の結果 N＝0となる場合、切り上げて N=1として処理をしています。

（問２－１２該当） 

 

 

（３）補正済みの集計値を用いた分析 

上記（２）の処理によって補正した集計値に対して、単純集計、クロス集計

等の分析を行います。 

  



 

 

 日野市の 40代以上の人口構成比率 

 40代 50代 60代 70代 
80代 

以上 
計 

大坂上 
4.2% 

（4,487人） 

3.2% 

（3,394人） 

2.9% 

（3,111人） 

2.6% 

（2,763人） 

1.6% 

（1,754人） 

14.4% 

（15,509人） 

日野第一 
5.2% 

（5,629人） 

3.5% 

（3,781人） 

2.8% 

（2,983人） 

2.4% 

（2,636人） 

1.6% 

（1,694人） 

15.5% 

（16,723人） 

日野第二 
3.6% 

（3,918人） 

2.4% 

（2,601人） 

2.5% 

（2,706人） 

2.3% 

（2,513人） 

1.8% 

（1,958人） 

12.7% 

（13,696人） 

日野第四 
4.0% 

（4,354人） 

3.2% 

（3,500人） 

2.5% 

（2,735人） 

2.1% 

（2,218人） 

1.4% 

（1,486人） 

13.3% 

（14,293人） 

七生 
2.8% 

（2,983人） 

2.4% 

（2,542人） 

2.1% 

（2,292人） 

2.2% 

（2,372人） 

1.3% 

（1,424人） 

10.8% 

（11,613人） 

三沢 
5.0% 

（5,374人） 

4.2% 

（4,495人） 

3.7% 

（3,945人） 

3.7% 

（3,953人） 

2.4% 

（2,585人） 

18.9% 

（20,352人） 

日野第三 
1.2% 

（1,325人） 

1.1% 

（1,206人） 

1.2% 

（1,339人） 

1.4% 

（1,481人） 

0.9% 

（1,023人） 

5.9% 

（6,374,人） 

平山 
2.0% 

（2,168人） 

1.5% 

（1,566,人） 

1.6% 

（1,720人） 

2.1% 

（2,256,人） 

1.3% 

（1,427人） 

8.5% 

（9,137人） 

合計 
28.1% 

（30,238人） 

21.4% 

（23,085人） 

19.3% 

（20,831人） 

18.7% 

（20,192人） 

12.4% 

（13,351人） 

100.0% 

（107,697人） 

出所：日野市「男女別町名別人口統計 平成 30年 1月 1日」 

  



 

 

 回答者の構成比率 

 40代 50代 60代 70代 
80代 

以上 
計 

大坂上 
1.8% 

（23人） 

1.4% 

 （18人） 

2.8% 

（35人） 

3.2% 

（40人） 

2.6% 

（33人） 

11.9% 

（149人） 

日野第一 
1.4% 

（18人） 

2.0% 

（25人） 

2.5% 

（31人） 

2.9% 

（36人） 

3.1% 

（39人） 

11.9% 

（149人） 

日野第二 
1.4% 

（18人） 

2.2% 

（28人） 

2.3% 

（29人） 

3.5% 

（44人） 

3.8% 

（48人） 

13.3% 

（167人） 

日野第四 
1.7% 

（21人） 

1.8% 

（23人） 

2.4% 

（30人） 

3.6% 

（45人） 

3.4% 

（42人） 

12.9% 

（161人） 

七生 
1.4% 

（17人） 

2.0% 

（25人） 

3.2% 

（40人） 

4.0% 

（50人） 

3.4% 

（43人） 

14.0% 

（175人） 

三沢 
1.8% 

（23人） 

2.6% 

（33人） 

3.2% 

（40人） 

3.8% 

（47人） 

2.9% 

（36人） 

14.3% 

（179人） 

日野第三 
1.5% 

（19人） 

1.2% 

（15人） 

1.4% 

（18人） 

2.6% 

（32人） 

2.6% 

（33人） 

9.3% 

（117人） 

平山 
1.7% 

（21人） 

2.3% 

（29人） 

2.6% 

（33人） 

2.7% 

（34人） 

3.0% 

（38人） 

12.4% 

（155人） 

合計 
12.8% 

（160人） 

15.7% 

（196人） 

20.4% 

（256人） 

26.2% 

（328人） 

24.9% 

（312人） 

100.0% 

（1,252人） 

 

 

 本調査で用いた補正係数 

 40代 50代 60代 70代 80代以上 

大坂上 2.2679 2.1920 1.0333 0.8030 0.6179 

日野第一 3.6355 1.7582 1.1186 0.8512 0.5050 

日野第二 2.5304 1.0799 1.0848 0.6640 0.4742 

日野第四 2.4103 1.7691 1.0598 0.5730 0.4113 

七生 2.0399 1.1821 0.6661 0.5515 0.3850 

三沢 2.7163 1.5835 1.1465 0.9778 0.8348 

日野第三 0.8107 0.9347 0.8648 0.5380 0.3604 

平山 1.2002 0.6278 0.6059 0.7714 0.4366 

 

  



 

 

2 市民アンケート調査結果 

 

2.1 調査結果の概要 

＜回答者属性について＞ 

 高齢者層を中心として、各地域から概ね満遍なく回答が得られている。 

 要支援又は要介護の認定率は、40歳代から 60歳代までは 1～2%程度、70

歳代で 7%程度、80歳代以上で 35%程度となっている。 

 世帯人数は、単身世帯・2人暮らし世帯の割合は 60歳代以上で大きく増加

し、年代が上がるほど増加している。一方で、80歳代以上においても、約 3

割は 3人以上の世帯で暮らしている。 

 高齢者の 34%は、20歳以上の子どもと同居している。 

 

＜市民の受療に関する意識と動向について＞ 

 健康や治療上の不安についてかかりつけ医に相談する割合について、年代が

上がるにしたがって高くなっており、70歳代以上の約 8割がかかりつけ医

に相談するとしている。 

 かかりつけ医について、約 8割の回答者が内科を挙げており、次いで約 4

割の回答者が歯科を挙げている。 

 地域の中でかかりつけ医を持っている人の割合は、概ね自身が居住する中学

校区内にかかりつけ医を持つ割合が最も多くなっているものの、地域によっ

てばらつきが生じている。中学校区ごとの高齢者の地域完結率を見ると、三

沢（70%）が最も高く、日野第三（29%）が最も低くなっている。市外にか

かりつけ医を持つ割合は 14%、かかりつけ医がいない割合は 8%となってい

る。 

 かかりつけ医への通院手段は徒歩が最も多く、次いで自動車となっている。

自転車、バス、電車の利用割合については、地域差が比較的大きく見られる。 

 かかりつけ医への通院の所要時間については、8割以上の人が 30分以内に

通院することができている。 

 よく受診する病院については、日野市立病院が約 2割となっており最多であ

る一方、市外の病院も約 2割となっている。 

 病院への通院手段は自動車が最も多く、次いで徒歩となっている。その他の

通院手段については、地域差が比較的大きく見られる。 



 

 

 病院への通院の所要時間については、全市的に見ると 65%の人が 30分以内

で通院することができているが地域差は大きく、最多の大坂上では 85%で

あるのに対して最尐の平山では 46%となっている。また、通院に 1時間以

上を要する人も各地域に一定割合見られる。 

 入院先の病院については、市外の病院が市内の病院を大きく上回っており、

入院経験者の 65%が市外の病院に入院している。 

 退院時に自宅近くの診療所を紹介される割合は、全市的に見ると 12%とな

っているが、年代や地域による差が大きくなっている。 

 退院時の不安については、特になしが大半であるが、不安として挙げられた

事項の中では、通院時の移動の不便さが最多となっている。 

 診療科の充実に関する要望について、多い順に、内科、整形外科、耳鼻咽喉

科となっている。 

 独力で通院困難になった場合の希望については、今の自宅のまま通院しなく

てもよい療養生活をしたいという回答が 64%となっている。 

 自宅生活を継続する場合に求めるサポートについては、医師や看護師による

自宅訪問の希望が約半数を占めている。 

 在宅看取りの経験は 10%となっており、その経験から困ったこと、良かっ

たこと等について同程度のコメントが寄せられている。困ったことについて

は家族の疲労・負担、サポート体制が不十分であったことに関するコメント

が多く、良かったことについては最期まで近くで一緒に過ごせたことに関す

るコメントが多くなっている。 

 家族を在宅で看取ることについて、何らかの看取りの意向がある人が 55%、

自宅では看取れないと思う人が 45%となっている。 

 自身の最期を迎える場所の希望については、全市的に見ると病院で最期を迎

える希望と自宅で最期を迎える希望が同程度となっているが、高齢者の方が

病院で最期を迎える希望が多くなっている。延命治療の希望については、全

年代を通して、積極的な延命治療の希望はほとんどなく、緩和ケアを希望す

る人が大半となっている。 

 

 

  



 

 

＜市民の在宅療養に関する意見について＞ 

 全市的に見ると、在宅療養を知っている人が 40%、よく知らないが 35%と

なっている。また、在宅療養をしたいという人が 42%、したいとは思わな

いという人が 33%となっている。 

 訪問診療、往診、訪問歯科診療いずれについても、利用したことがないとい

う回答がほとんどとなっている。その理由については、必要がないという理

由を除くと、対応してくれる医療機関を知らない、どこに相談したらいいか

わからないという理由が多くなっている。 

 自宅で急に具合が悪くなったときの対応については、様子を見て医療機関へ

向かうという回答が大半となっている。かかりつけ医や訪問看護師に連絡し

たケースにおいては、電話の指示で対応できたという回答が半数以上となっ

ており、往診してくれたという回答も 3割程度となっている。救急車を呼ん

だ場合の搬送先については、市内への搬送と市外への搬送が同程度となって

いる。 

 生活支援サービスの利用状況については、利用しているサービスはないとい

う回答が大半を占めている。 

 在宅療養という選択肢に対する意見については、賛成、どちらかというと賛

成の合計が 42%、反対、どちらかというと反対の合計が 15%となっており、

残りの 43%はどちらでもよい、わからないとなっている。 

 在宅療養に関する不安については、介護者の負担が重い、介護者が体調を崩

すと生活できないという不安が多く、次いですぐにかかりつけ医が来てくれ

るかわからない、お金がかかるのではないかという不安となっている。 

 日野市の「在宅療養の支援体制の充実」に対する意見については、賛成寄り

のコメントが 145件（33%）、反対寄りのコメントが 50件（11%）、どちら

でもないコメントが 252件（56%）となっている。 

 

 

 

 

  



 

 

2.2 回答者の属性 

 

問１－１ あなたの年齢を教えてください。（１つに○） 

 

 回答者の年齢構成は、回答者数・回答率ともに 70 歳代が最も多くなってい

る。 

 

図表 2-1 回答者数と有効回答率（年代別） 
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問１－２ あなたの性別を教えてください。（１つに○） 

 

 回答者の構成は、男性 46%、女性 54%であった。 

 

 

図表 2-2 回答者の性別 

 

 
  

46%
54%

男性

女性

N=1,247



 

 

問１－３ あなたのお住まいが該当する中学校区を教えてください。 

（１つに○） 

 

 日野第三中学校区を除く 7中学校区において、概ね半数近い回答が得られた。

日野第三中学校区においては回答率が 34%であった。 

 

 

図表 2-3 回答者数と有効回答率（中学校区別） 
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問１－４ あなたのお住まいが該当する日常生活圏域を教えてください。 

（１つに○） 

 

 日常生活圏域別に見ると、4つの圏域において概ね満遍なく回答が得られて

いる。 

 

図表 2-4 回答者数と有効回答率（日常生活圏域別） 
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問１－５ あなたの要支援・要介護度を教えてください。（１つに○） 

 

 回答者の要支援又は要介護の認定率は、40 歳代から 60 歳代までは 1～2%

程度、70歳代で 7%程度、80歳代以上で 35%程度となっている。 

 中学校区別に見ると、認定率が高い順に、平山（10%程度）、三沢（8%程度）、

日野第一（7%程度）となっている。 

 

図表 2-5 要支援・要介護度（年代別） 
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図表 2-6 要支援・要介護度（中学校区別） 
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問１－６ あなたを含めた世帯人数と世帯構成（同居している人）を教えて 

ください。（該当するもの全てに○） 

 

＜世帯人数について＞ 

 年代別では、単身世帯・2人暮らし世帯の割合は 60歳代以上で大きく増加

し、年代が上がるほど増加している。単身世帯に限って見ると、80歳代以

上、60歳代、70歳代の順に多くなっている。一方で、80歳代以上において

も、約 3割は 3人以上の世帯で暮らしている。 

 中学校区別では、日野第三、平山、三沢において、半数以上が単身又は 2人

暮らし世帯となっている。単身世帯に限って見ても同様の傾向だが、平山、

日野第三、三沢の順に多くなっている。 

 

＜世帯構成について＞ 

 配偶者と同居する人が最も多くなっている。子どもとの同居については、20

歳未満の子どもとの同居よりも、20歳以上の子どもとの同居の方が多くな

っている。 

 高齢者に限って見れば、20歳以上の子どもと同居している割合は 34%とな

っており、中学校区別では日野第二（41%）、大坂上（39%）、日野第四（36%）

の順に多くなっている。 

 

図表 2-7 世帯人数（年代別） 
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図表 2-8 世帯人数（中学校区別） 

 

 

 

 

図表 2-9 世帯構成 
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図表 2-10 世帯構成（中学校区別、高齢者のみを集計） 

 
※「介護が必要な、自分又は配偶者の祖父母」、「介護が不要な、自分又は配偶

者の祖父母」は回答がなかったため省略している 
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2.3 市民の受療に関する意識と動向 

 

問２－１ ご自身の健康や治療上の不安について、家族・親族や友人の他に 

相談できる専門家はいますか。（該当するもの全てに○） 

 

 年代が上がるにしたがって、「そのような専門家はいない」という回答が減

尐し、かかりつけ医に相談するという回答が増加している。 

 また、80 歳代以上の高齢者については、ケアマネジャーに相談するという

回答も一定割合見られる。 

 高齢者に限って見るとかかりつけ医に相談する割合は全市平均で 74%とな

っており、中学校区別では日野第三（87%）、七生及び平山（77%）の順に

多くなっている。 



 

 

図表 2-11 健康や治療上の不安について相談できる専門家（年代別） 
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図表 2-12 健康や治療上の不安について相談できる専門家 

（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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問２－２ 8020（ハチマルニイマル）運動を知っていますか。（１つに○） 

 

 全年代を通して半数以上の認知があり、40歳代から 70歳代までは「知って

おり、達成している」という回答が最多で 3 割強を占めている。80 歳代以

上については、「知っているが、達成していない」という回答が最多となっ

ている。 

 中学校区別に見ると、地域によって若干のばらつきはあるものの、全ての地

域で半数以上の認知がある。 

 

図表 2-13 8020運動の認知度（年代別） 

 

図表 2-14 8020運動の認知度（中学校区別） 
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問２－３ 定期的に歯科検診を受けていますか。（１つに○） 

 

 40歳代から 70歳代まで、年齢が上がるにつれて定期的に歯科検診を受ける

割合が向上している。80 歳代以上については低下するものの、約半数が定

期的に歯科検診を受けている。 

 中学校区別に見ると多尐のばらつきはあるものの、概ね全ての圏域で半数程

度が定期的に歯科検診を受けている。 

 

図表 2-15 歯科検診の定期受診（年代別） 

 

図表 2-16 歯科検診の定期受診（中学校区別） 
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問２－４ あなたのかかりつけ医、又はよく受診する診療科について教えて 

ください。（該当するもの全てに○） 

 

 内科をかかりつけ医とする回答が突出しており、次いで歯科、眼科、整形外

科の順となっている。 

 高齢者に限って見ても、同様の傾向が見られる。 

 

図表 2-17 かかりつけ医の診療科 
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図表 2-18 かかりつけ医の診療科（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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問２－５ あなたのかかりつけ医、又はよく受診する診療所の所在地（中学

校 

区）を教えてください。 

（１つ（複数ある場合は代表的なもの）に○） 

 

 校区内にかかりつけ医を持っている人の割合は、地域によってばらつきが生

じている。最も高い日野第二、三沢では 60%、最も低い日野第三では 25%

となっている。 

 

＜高齢者に限って見た場合＞ 

 概ね各中学校区内にかかりつけ医を持つ割合が最も多くなっているものの、

地域差も大きく、地域内完結率の高い順に、三沢（70%）、日野第二（69%）、

日野第一（60%）となっている。逆に、低い順には、日野第三（29%）、大

坂上（37%）、日野第四及び平山（43%）となっている。特に、日野第三に

おいては、三沢にかかりつけ医を持つ割合が最多（37%）となっている。 

 市外にかかりつけ医を持つ割合は、多い順に日野第四（20%）、日野第一

（19%）、七生及び平山（16%）となっている。 

 市外では八王子市と答えた人が最も多く（40 人）、次いで立川市（32 人）、

多摩市（17人）となっている。 

 かかりつけ医がいない割合は、多い順に日野第四及び三沢（11%）、七生（9%）

となっている。 

 

 

図表 2-19 校区内にかかりつけ医がいる割合 



 

 

 
図表 2-20 かかりつけ医のいる地域（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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図表 2-21 市外でかかりつけ医がいる地域（中学校区別） 
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問２－６ かかりつけ医（又はよく受診する診療所）への①通院手段、 

②所要時間を教えてください。 

（通院手段は該当するもの全てに○、所要時間は１つに○） 

 

＜かかりつけ医への通院手段について＞ 

 全市を通して見ると、徒歩での通院が最も多く、次いで自動車となっている。 

 高齢者に限って見た場合も同様の傾向が見られるが、自転車、バス、電車の

利用割合については地域差が比較的大きく見られる傾向となっている。 

 

＜かかりつけ医への通院の所要時間について＞ 

 全市を通して見ると、8 割以上の人が 30 分以内に通院することができてい

るが、平山では 7割程度となっている。 

 10 分以内で通院できる人は概ねいずれの地域でも 3 割程度であるが、日野

第三では 13%となっている。 

 日野第四の 9%、日野第二の 6%が、通院に 1時間以上を要している。 

 高齢者に限って見た場合も、1時間以上を要する人を除き、概ね同様の傾向

が見られる。 

 

図表 2-22 かかりつけ医への通院手段 
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図表 2-23 かかりつけ医への通院手段（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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図表 2-24 かかりつけ医への所要時間（中学校区別） 

  

 

図表 2-25 かかりつけ医への所要時間（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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問２－７ あなたがよく受診する病院を教えてください。（１つに○） 

 

 全市的に見ると、日野市立病院を受診する割合が最も高く 22%となってい

る。一方で、次いで多いのは市外の病院で 18%となっている。 

 いずれの地域でも半数程度がよく受診する病院を持っているが、受診する病

院については地域差が大きい。 

 市外の病院を受診する割合は全市平均で 18%だが地域差が大きく、三沢、

日野第三、日野第四では 2割以上が市外の病院を受診している一方で、大坂

上では 12%となっている。 

 市外の病院では、東海大学医学部付属八王子病院を挙げた人が最も多く（17

人）、2番目に多かったのが立川病院（12人）であった。 

 

図表 2-26 よく受診する病院（中学校区別） 

 

  

23%

14%

35%

25%

27%

14%

11%

32%

22%

4%

1%

1%

2%

1%

13%

12%

2%

2%

2%

6%

2%

5%

1%

0.2%

6%

4%

1%

1%

2%

1%

0.5%

1%

0.1%

12%

13%

14%

20%

16%

26%

25%

17%

18%

53%

51%

46%

55%

50%

57%

57%

45%

52%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=160）

日野第一

（N=172）

日野第二

（N=136）

日野第四

（N=143）

七生

（N=114）

三沢

（N=196）

日野第三

（N=63）

平山

（N=93）

全地域

（N=1,077）

日野市立病院 康明会病院 花輪病院

回心堂第二病院 グレイス病院 七生病院

多摩平の森の病院 市外の病院 特によく受診する病院はない



 

 

図表 2-27 よく受診する市外の病院（中学校区別） 

 

2

2

1

2

1

1

2

1

1

1

1

2

3

1

3

2

2

2

1

1

1

1

1

3

0.5

1

1

1

1

0.5

8

1

3

0.4

2

2

1

0.4

1

0.4

0.4

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

2

1

3

1

3

4

1

2

2

2

1

1

1

1

1

0.4

1

2

2

1

0.4

2

1

1

1

1

1

2
0.4

2

1

1

1

1

0.4

0.4

1

1

0.4

0.4

17

12

10

9

7

7

7

4

4

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0.5

0.4

0.4

0.4

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

東海大学医学部付属八王子病院

立川病院

北原国際病院

多摩総合医療センター

多摩南部地域病院

立川相互病院

東京医科大学八王子医療センター

駒木野病院

日本医科大学多摩永山病院

日本大学病院

災害医療センター

榊原記念病院

村山医療センター

八王子消化器病院

順天堂大学医学部附属順天堂医院

慶應義塾大学病院

日本赤十字社医療センター

JR東京総合病院

桜ヶ丘紀念病院

永生病院

東京大学医学部附属病院

三井記念病院

杏林大学医学部付属病院

NTT東日本関東病院

三愛病院

東京女子医科大学病院

東京西徳洲会病院

稲城市立病院

調布東山病院

太田総合病院

東京医科歯科大学歯学部附属病院

東京逓信病院

清智会記念病院

東芝病院

聖マリアンナ医科大学病院

川野病院

みなみ野循環器病院

虎の門病院

川野病院

半蔵門病院

立川中央病院

長久保病院

仁和会総合病院

がん研有明病院

国立さくら病院

大坂上

（N=16）

日野第一

（N=19）

日野第二

（N=17）

日野第四

（N=28）

七生

（N=19）

三沢

（N=41）

日野第三

（N=17）

平山

（N=14）

(人)



 

 

問２－８ あなたがよく受診する病院への①通院手段、②所要時間を教えて

ください。 

（通院手段は該当するもの全てに○、所要時間は１つに○） 

 

＜病院への通院手段について＞ 

 全市を通して見ると、自動車による通院が最も多く、次いで徒歩となってい

る。 

 高齢者に限って見た場合も概ね同様の傾向が見られるが、いずれの通院手段

についても地域差が比較的大きく見られる傾向となっている。 

 

＜病院への通院の所要時間について＞ 

 全市を通して見ると、30 分以内で病院に通院できる人は 65%であるが、地

域差が大きく、大坂上では 85%となっている一方、日野第三では 39%、平

山では 46%となっている。 

 通院に 1時間以上要する人も各圏域に一定割合見られ、三沢、平山、日野第

四が比較的多くなっている。 

 高齢者に限って見た場合も、1時間以上を要する人を除き、概ね同様の傾向

が見られる。 

 

 

図表 2-28 よく受診する病院への通院手段 
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図表 2-29 よく受診する病院への通院手段（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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図表 2-30 よく受診する病院への所要時間（中学校区別） 

 

 

 

図表 2-31 よく受診する病院への所要時間（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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問２－９ あなたは直近 3年間に入院したことがありますか。（１つに○） 

 

 40歳代及び 50歳代が概ね 15%程度、60歳代及び 70歳代が概ね 20%程度、

80歳以上で 30%となっている。 

 

図表 2-32 直近 3年間の入院経験の有無（年代別） 

 

 

図表 2-33 直近 3年間の入院経験の有無（中学校区別） 
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問２－１０ あなたが入院した病院を教えてください。 

（該当するもの全てに○） 

 

 入院先としては市外の病院が市内の病院を大きく上回っており、入院経験者

の 65%が市外の病院に入院している。 

 市内の病院においては、日野市立病院が突出して多くなっている。 

 市外の病院では、東海大学医学部付属八王子病院が最も多くなっている。 

 

図表 2-34 入院した病院 

 

※入院した病院を全て選択する形式の設問であるため、棒グラフの各要素を 

足し合わせても 100%とはならない 
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図表 2-35 入院した市外の病院（中学校区別） 
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問２－１１ 退院時に、病院から自宅近くの診療所を紹介されましたか。 

（１つに○） 

 

 年代別に見ると、高齢者において診療所を紹介される割合が高くなっている

が、紹介された割合が最も多いのは 70歳代で、80歳代以上についてはそれ

よりも低下しており、特に紹介されなかったという回答が 55%と多くなっ

ている。 

 中学校区別に見ると、紹介された割合が平山で突出して多くなっている一方、

七生では特に紹介されなかったという割合が高くなっている。 

 

図表 2-36 退院時の診療所の紹介（年代別） 

 

図表 2-37 退院時の診療所の紹介（中学校区別） 
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問２－１２ 退院時に病院から診療所の医師などに引き継がれた情報がお 

分かりになれば、教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 引継ぎ情報は、大半が医師に対する自身の病気やこれまでの治療についての

情報であり、次いで薬剤師、リハビリテーション専門職、介護関係者の順と

なっている。 

 情報の引継ぎが行われなかったという回答も 5%を占めている。 

 高齢者に限って見た場合も同様の傾向が見られるが、日野第四は他地域と比

較して引き継がれた情報が多くなっている。 

 

図表 2-38 退院時に引き継がれた情報 
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診療所の医師に対して、自身の病気やこれまでの

治療についての引継ぎ

ケアマネージャーなどの介護関係者に対して、食事

や日常生活についての引継ぎ

薬剤師に対して、自身の常備薬等の薬についての

引継ぎ

リハビリテーションの専門家に対して、リハビリ状況

や日常生活についての引継ぎ

情報の引継ぎは行われなかった

わからない
（N=22）



 

 

図表 2-39 退院時に引き継がれた情報（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

診療所の医師に対して、自身の病気やこれ

までの治療についての引継ぎ

ケアマネージャーなどの介護関係者に対し

て、食事や日常生活についての引継ぎ

薬剤師に対して、自身の常備薬等の薬につ

いての引継ぎ

リハビリテーションの専門家に対して、リハビ

リ状況や日常生活についての引継ぎ

情報の引継ぎは行われなかった

わからない

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=2）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=1）

七生

（N=2）

三沢

（N=4）

日野第三
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（N=5）

全地域

（N=21）



 

 

問２－１３ 退院時に不安に思ったことはありますか。 

（該当するもの全てに○） 

 

 特になしが大半であるが、不安として挙げられた事項の中では、通院時の移

動の不便さが最多となっている。 

 高齢者に限って見た場合も概ね同様の傾向が見られるが、相談先に関する不

安については大坂上が比較的多い（17%）、通院の移動手段の不安について

は三沢が比較的尐ない（6%）、診療所がなくなる不安については七生（10%）、

平山（7%）に集中する傾向となっている。 

 

図表 2-40 退院時に不安に思ったこと 
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具合が悪くなったときに誰に相談、受診すればよい

かわからない

退院後の世話をしてくれる医師や介護者に対して十

分な引き継ぎがされていない

通院が必要になった場合の移動が不便

かかりつけ医がいつまで診療してくれるか分からな

い（診療所がなくなる不安）

その他

特になし

（N=201）



 

 

図表 2-41 退院時に不安に思ったこと（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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大坂上
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日野第一
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日野第二
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三沢
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問２－１４ あなたが市内で充実してほしいと思う診療科を教えてくださ

い。（該当するもの全てに○） 

 

 充実の要望が多い順に、内科、整形外科、耳鼻咽喉科となっている。 

 充実の要望が尐ない順に、小児科、精神科、泌尿器科となっている。 

 高齢者に限って見た場合も概ね同様の傾向が見られるが、診療科ごとの地域

差は様々となっている。 

 

図表 2-42 市内で充実してほしいと思う診療科 
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（N=823）



 

 

図表 2-43 市内で充実してほしいと思う診療科 

（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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問２－１５ 将来的に自宅から独力で通院することが困難になった場合、 

どのようにしたいですか。（１つに○） 

 

 年代別に見ると、全年代で「今の自宅のまま、通院しなくてもよい療養生活

をしたい」という回答が 6割前後で最多となっている。住み替えについては、

40歳代、50歳代、60歳代では一定程度みられるが、70歳代、80歳代以上

ではほとんど見られなくなる。介護施設等への入所希望については、70 歳

代以上でやや増加するが、全年代をとおして 2割程度となっている。 

 中学校区別に見ると、日野第三では住み替え希望が相対的に多く、住み続け

る希望が相対的に尐なくなっている。 

 

図表 2-44 将来的に独力での通院が困難になった場合の希望（年代別） 
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80歳代～
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全年代

（N=1,203）

通院の利便性の高い地域に住み替えたい

今の自宅のまま、通院しなくてもよい療養生活をしたい

長期入院したい

介護施設等に入所したい



 

 

図表 2-45 将来的に独力での通院が困難になった場合の希望（中学校区別） 

 

  

5%

9%

5%

16%

14%

10%

23%

10%

10%

64%

70%

74%

58%

63%

64%

49%

61%

64%

8%

3%

6%

4%

6%

7%

6%

9%

6%

24%

19%

15%

21%

18%

20%

23%

20%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=168）

日野第一

（N=188）

日野第二

（N=156）

日野第四
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三沢
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日野第三
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平山
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全地域

（N=1,203）
通院の利便性の高い地域に住み替えたい

今の自宅のまま、通院しなくてもよい療養生活をしたい

長期入院したい

介護施設等に入所したい



 

 

問２－１６ 今の自宅生活のまま生活する場合、どのようなサポートが欲し

いですか。（１つに○） 

 

 年代別に見ると、全年代を通して、医師や看護師による自宅訪問の希望が最

多となっており、4 割から 5 割程度を占めている。また、50 歳代以上にお

いては、年代が上がるほど家族によるサポートの希望が増加し、ヘルパー等

によるサポートの希望が減尐している。 

 中学校区別に見ると、医師や看護師による自宅訪問の希望は、日野第一、七

生、日野第三、平山で半数以上となっている。また、日野第四、日野第三で

は家族によるサポート希望が比較的尐なくなっている。 

 

図表 2-46 自宅で生活する場合にほしいサポート（年代別） 
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図表 2-47 自宅で生活する場合にほしいサポート（中学校区別） 
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三沢
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問２－１７ ご家族等を自宅で看取ったことがありますか。（１つに○） 

 

 年代別に見ると、概ね年代が上がるにしたがって看取り経験がある人が増え

ており、最多の 80歳代以上で 20%となっている。 

 中学校区別に見ると、七生、日野第二、大坂上の順に多くなっている。 

 

図表 2-48 看取りの経験（年代別） 

 

 

図表 2-49 看取りの経験（中学校区別） 
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問２－１８ ご家族等を自宅で看取った時に困ったこと、自宅で看取って良

かったことなど自宅での看取りの経験に基づくご感想を可能な

範囲で教えて下さい。（自由記述） 

 

 合計で 112件の回答があった。困ったことについてのコメントが 54件、良

かったことについてのコメントが 58件、その他のコメントが 15件あった。 

※1件のコメントで困ったこと、良かったこと、その他の複数のコメントを

含むものもあるため、内訳の合計は回答数の合計とは一致しない。 

 

 困ったことについて、具体的な内容を見ると、以下の傾向が見られる。 

 「家族の疲労・負担、サポート体制が不十分であった」とするコメント

が最多で、困ったことのコメント総数の 60%を占めている。特に、60

歳代のコメントの 8割以上となっている。中学校区別に見ると、日野第

三、日野第二、日野第一、七生のコメントの 70%以上を占めている。 

 「心の準備、手続きや連絡が大変だった」とするコメントと、「訪問可

能な医師等が尐ない、スムーズに連絡がとれない」とするコメントが同

率となっており、困ったことのコメント総数の 17%を占めている。特に、

両コメントとも 40 歳代のコメントの 50%を占めている。中学校区別に

見ると、前者については三沢のコメントの 50%、後者については日野第

四、日野第三のコメントの 50%を占めている。 

 

 良かったことについて、具体的な内容を見ると、以下の傾向が見られる。 

 「最期まで近くで一緒に過ごせたこと」とするコメントが最多で、良か

ったことのコメント総数の 42%を占めている。特に、40 歳代のコメン

トの 67%を占めている。中学校区別に見ると、日野第二、日野第三のコ

メントの 67%を占めている。 

 「医師等がよく対応してくれたこと」とするコメントが 2 番目に多く、

良かったことのコメント総数の 38%を占めている。特に、60 歳代のコ

メントの 56%を占めている。中学校区別に見ると、日野第一のコメント

の 75%を占めている。 

 「本人の希望をかなえられたこと」とするコメントが 3番目に多く、良

かったことのコメント総数の 23%を占めている。50歳代、70歳代でと

もにコメントの 29%を占めている。中学校区別に見ると、平山のコメン

トの 50%を占めている。 

 

 その他のコメントについては、「長患いでなかったため、特に大変さは感じ

なかった」、「昔のことで覚えていない」となっている。 



 

 

図表 2-50 看取りの経験で困ったこと（中学校区別） 
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図表 2-51 看取りの経験で困ったこと（年代別） 
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図表 2-52 看取りの経験で良かったこと（中学校区別） 
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50%
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42%

38%

23%

8%

0% 20% 40% 60% 80%

最期まで近くで一緒に過ごせたこと

医師等が良く対応してくれたこと

本人の看取り希望をかなえられたこと

延命治療でなく自然な最期の迎え方ができたこと

大坂上

（N=6）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=4）

七生

（N=11）

三沢

（N=10）

日野第三

（N=3）

平山

（N=6）

全地域

（N=53）



 

 

図表 2-53 看取りの経験で良かったこと（年代別集計） 
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41%

35%

29%

12%

41%
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24%
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38%

23%

8%

0% 20% 40% 60% 80%

最期まで近くで一緒に過ごせたこと

医師等が良く対応してくれたこと

本人の看取り希望をかなえられたこと

延命治療でなく自然な最期の迎え方ができたこと

40歳代

（N=3）

50歳代

（N=7）

60歳代

（N=9）

70歳代

（N=17）

80歳代以上

（N=17）

全年代

（N=53）



 

 

 

図表 2-54 看取りの経験（困ったこと、良かったこと以外）（中学校区別集計） 

 

 

図表 2-55 看取りの経験（困ったこと、良かったこと以外）（年代別集計） 
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33%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長患いでなかったため、特に大変さは感じなかった

昔のことで覚えていない

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=0）
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（N=5）

三沢

（N=0）
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（N=1）
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（N=1）

全地域
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67%

33%

100%
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67%

33%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長患いでなかったため、特に大変さは感じなかった

昔のことで覚えていない

40歳代

（N=1）

50歳代

（N=1）

60歳代

（N=1）

70歳代

（N=2）

80歳代以上

（N=9）

地域回答無し

（N=1）

全年代

（N=15）



 

 

問２－１９ ご家族等を自宅で看取ることについてどう思いますか。 

（１つに○） 

 

 何らかの看取りの意向がある人が55%、自宅では看取れないと思う人が45%

となっている。 

 年代別に見ると、高齢者の方が、積極的な看取りの意向についても、自宅で

は看取れないという意向についてもともに増加している。 

 中学校区別に見ると、概ねいずれの地域も同様の傾向が見られるが、七生で

は積極的な看取り意向が比較的多く、自宅では看取れないと思うという意向

が尐なくなっている。 

 

図表 2-56 看取りについての意向（年代別） 

 

6%

7%

7%

11%

16%

8%

1%

1%

1%

2%

4%

1%

53%

47%
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36%
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45%

41%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=334）

50歳代

（N=244）

60歳代

（N=213）

70歳代

（N=196）

80歳代～

（N=112）

全年代

（N=1,103）

本人も家族も自宅での看取りを希望しており、自宅で看取るつもりである
認知症等により本人の希望は確認できないが、家族として自宅で看取りたい
家族として不安はあるが、本人が希望するなら自宅で看取ってあげたい
本人が希望しても家族として不安であり、自宅では看取れないと思う



 

 

図表 2-57 看取りについての意向（中学校区別） 
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44%
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47%
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37%

44%

41%

45%

48%
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48%

45%

30%

52%

44%

49%

45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=158）

日野第一

（N=169）

日野第二

（N=141）

日野第四

（N=149）

七生

（N=122）

三沢

（N=207）

日野第三

（N=66）

平山

（N=92）

全地域

（N=1,103）

本人も家族も自宅での看取りを希望しており、自宅で看取るつもりである

認知症等により本人の希望は確認できないが、家族として自宅で看取りたい

家族として不安はあるが、本人が希望するなら自宅で看取ってあげたい

本人が希望しても家族として不安であり、自宅では看取れないと思う



 

 

問２－２０ ご家族等を自宅で看取ることについて、不安を感じている点が 

あれば教えてください。（３つまで○） 

 

 看取りに対する不安については、多い順に、「家族がどれだけのことを対応

すればいいのかがわからない」、「息を引き取る瞬間に必ず立ち会えるとは限

らない」、「かかりつけ医（看護師）が対応してくれるかわからない」となっ

ている。 

 高齢者に限って見た場合もほぼ同じ傾向を示しているが、地域間では差が見

られ、特に「かかりつけ医（看護師）が対応してくれるか分からない」を選

んだ割合について、日野第四、三沢では 5 割を超えている一方で、大坂上、

日野第一、日野第三では約 3割となっている。 

 

図表 2-58 看取りへの不安 
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息を引き取る瞬間に必ず立ち会えるとは限らない

本人の意思や希望が変わることがあり、

しっかりと確認できない

看取った後の悲しみや疲労感

かかりつけ医（看護師）が対応してくれるか分からな

い

家族がどれだけのことを対応すればいいのかがわか

らない

死に直接関わることが不安・怖い

その他

特に不安はない

（N=1,101）



 

 

図表 2-59 看取りへの不安（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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19%

14%

42%

57%

18%
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0% 50% 100%

息を引き取る瞬間に必ず立ち会えるとは限らない

本人の意思や希望が変わることがあり、

しっかりと確認できない

看取った後の悲しみや疲労感

かかりつけ医（看護師）が対応してくれるか分からな

い

家族がどれだけのことを対応すればいいのかがわか

らない

死に直接関わることが不安・怖い

その他

特に不安はない

大坂上

（N=63）

日野第一

（N=53）

日野第二

（N=58）

日野第四

（N=48）

七生

（N=51）

三沢

（N=83）

日野第三

（N=32）

平山

（N=47）

全地域

（N=434）



 

 

問２－２１ あなたが最期を迎えるときの場所や延命治療の希望について、 

あなたの思いに一番近いものはどれですか。（１つに○） 

 

＜最期を迎える場所の希望について＞ 

 全市的に見ると、病院で最期を迎える希望と自宅で最期を迎える希望が同程

度となっている。 

 年代別に見ると、高齢者の方が病院で最期を迎える希望が多くなっている。 

 中学校区別に見ると、概ねいずれの地域でも同様の傾向が見られるが、七生

においては病院での最期の希望がやや尐なくなっている。 

 

＜延命治療の希望について＞ 

 全年代を通して、積極的な延命治療の希望はほとんどなく、緩和ケアを希望

する人が大半となっている。 

 

図表 2-60 最期を迎える場所の希望（年代別） 
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60歳代

（N=236）

70歳代

（N=230）

80歳代～
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全年代

（N=1,223）

病院 自宅 介護施設 その他 わからない



 

 

図表 2-61 最期を迎える場所の希望（中学校区別） 

 

 

図表 2-62 延命治療の希望（年代別） 
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70歳代
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80歳代～

（N=145）

全年代

（N=1,220）

積極的な延命治療を受けたい
延命治療ではなく、痛みの緩和や精神的なサポートを受けたい
わからない



 

 

図表 2-63 延命治療の希望（中学校区別） 
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三沢

（N=230）

日野第三
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全地域

（N=1,220）

積極的な延命治療を受けたい

延命治療ではなく、痛みの緩和や精神的なサポートを受けたい

わからない



 

 

2.4 市民の在宅療養に関する意見 

 

問３－１ あなたは「在宅療養」を知っていますか。（１つに○） 

 

 全市的に見ると、在宅療養を知っている人が 40%、よく知らないが 35%と

なっている。また、在宅療養をしたいという人が 42%、したいとは思わな

いという人が 33%となっている。 

 年代別に見ると、在宅療養をしたいという人としたいとは思わない人は、70

歳代では同程度となっており、他の年代では在宅療養をしたいという人の方

がやや多くなっている。特に、60歳代と 80歳代以上においては、半数近く

が在宅療養をしたいと回答している。 

 中学校区別に見ると、日野第四を除いた全ての地域で、在宅療養をしたい人

が在宅療養をしたいとは思わない人をやや上回っている。在宅療養をしたい

という回答が多い地域は、多い順に、七生、日野第一、日野第三となってい

る。 

 

 

図表 2-64 在宅療養の認知度（年代別） 
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60歳代
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70歳代
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80歳代～
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全年代

（N=1,174）

知っており、在宅療養をしたい 知っているが、在宅療養をしたいとは思わない

わからない よく知らないが、在宅療養をしたい

よく知らず、在宅療養をしたいとは思わない



 

 

図表 2-65 在宅療養の認知度（中学校区別） 
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三沢
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平山
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全地域

（N=1,174）

知っており、在宅療養をしたい 知っているが、在宅療養をしたいとは思わない

わからない よく知らないが、在宅療養をしたい

よく知らず、在宅療養をしたいとは思わない



 

 

問３－２ 訪問診療、往診や訪問歯科診療を知っていますか。（１つに○） 

 

＜訪問診療について＞ 

 全市的に見ると、知っている人が 41%、知らない人が 35%となっている。

また、利用したいという人が 54%、利用したいとは思わないという人が 22%

となっている。 

 年代別に見ると、40歳代、70歳代で利用したいという人がやや尐なくなっ

ている。 

 中学校区別に見ると、利用したいという人が日野第四で 46%とやや尐なく、

他の地域は利用したいという人が半数以上となっている。 

 

＜往診について＞ 

 全市的に見ると、知っている人が 42%、知らない人が 35%となっている。

また、利用したいという人が 56%、利用したいとは思わないという人が 21％

となっている。 

 年代別に見ると、40歳代、70歳代で知っている人がやや尐なくなっている。 

 中学校区別に見ると、利用したいという人が日野第四で 48%とやや尐なく、

他の地域は利用したいという人が半数以上となっている。 

 

＜訪問歯科診療について＞ 

 全市的に見ると、知っている人が 39%、知らない人が 36%となっている。

また、利用したいという人が 47%、利用したいとは思わないという人が 29%

となっている。 

 年代別に見ると、60 歳代で利用したいという人が 54%とやや多く、他の年

代は利用したいという人が半数以下となっている。 

 中学校区別に見ると、利用したいという人が日野第二で 53%とやや多く、

日野第一（42%）、日野第四（44%）、七生（45%）は利用したいという人が

やや尐なくなっている。 

 



 

 

図表 2-66 訪問診療の認知度（年代別） 

 

 

図表 2-67 訪問診療の認知度（中学校区別） 
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図表 2-68 往診の認知度（年代別） 

 

 

図表 2-69 往診の認知度（中学校区別） 
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17%

29%

19%

21%

27%

23%

22%

26%

34%

34%

26%

34%

26%

22%

24%

28%

4%

7%

9%

7%

10%

9%

5%

5%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=156）

日野第一

（N=163）

日野第二

（N=140）

日野第四

（N=153）

七生

（N=117）

三沢

（N=211）

日野第三

（N=64）

平山

（N=93）

全地域

（N=1,095）

知っており利用したい 知っているが利用したいとは思わない

わからない 良く知らないが利用したい

良く知らず利用したいとは思わない



 

 

図表 2-70 訪問歯科診療の認知度（年代別） 

 

 

図表 2-71 訪問歯科診療の認知度（中学校区別） 

 

  

18%

23%

26%

24%

24%

22%

17%

16%

17%

15%

19%

17%

21%

28%

20%

28%

26%

24%

26%

24%

28%

24%

23%

25%

17%

10%

9%

9%

9%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=336）

50歳代

（N=250）

60歳代

（N=209）

70歳代

（N=191）

80歳代～

（N=101）

全年代

（N=1,090）

知っており利用したい 知っているが利用したいとは思わない

わからない 良く知らないが利用したい

良く知らず利用したいとは思わない

29%

13%

23%

17%

20%

23%

28%

28%

22%

16%

23%

14%

19%

13%

16%

15%

18%

17%

24%

25%

20%

29%

25%

21%

30%

24%

24%

21%

29%

30%

27%

25%

25%

20%

22%

25%

10%

10%

14%

8%

18%

15%

7%

8%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=157）

日野第一

（N=162）

日野第二

（N=140）

日野第四

（N=150）

七生

（N=118）

三沢

（N=210）

日野第三

（N=60）

平山

（N=92）

全地域

（N=1,090）

知っており利用したい 知っているが利用したいとは思わない

わからない 良く知らないが利用したい

良く知らず利用したいとは思わない



 

 

問３－３ かかりつけ医の先生は、あなたが希望した場合、訪問診療、訪問

歯科診療や往診に対応してくれますか。（１つに○） 

 

＜訪問診療について＞ 

 全市的に見ると、約半数がわからないと回答しており、残りの約半数が、対

応してくれないと思うと回答している。 

 年代別に見ると、80 歳代以上については、23%が対応してくれると思うと

回答しており、他の年代よりも突出して多くなっている。 

 中学校区別に見ると、わからないという回答が特に多いのは日野第三と日野

第四となっており、日野第四では、対応してくれると思うという回答が特に

尐なくなっている。 

 

＜往診について＞ 

 往診については、訪問診療と同様の傾向が見られる。 

 

＜訪問歯科診療＞ 

 訪問歯科診療については、訪問診療と同様の傾向が見られるが、中学校区別

に見ると、対応してくれると思うという回答が尐なくなっているのは、大坂

上、日野第一、七生となっている。 

 

  



 

 

図表 2-72 かかりつけ医の訪問診療への対応（年代別） 

 

 

図表 2-73 かかりつけ医の訪問診療への対応（中学校区別） 

 

 

3%

5%

5%

7%

23%

7%

18%

24%

31%

34%

25%

26%

13%

11%

11%

7%

2%

10%

5%

2%

3%

5%

5%

4%

61%

58%

50%

47%

45%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=338）

50歳代

（N=251）

60歳代

（N=216）

70歳代

（N=202）

80歳代～

（N=127）

全年代

（N=1,132）

対応してくれると思う 対応してくれないと思う 相談できる医師がいない

自分は対応を希望しない わからない

5%

6%

10%

3%

7%

9%

6%

6%

7%

26%

27%

27%

17%

27%

31%

15%

29%

26%

9%

11%

11%

9%

7%

11%

8%

6%

10%

4%

2%

5%

3%

4%

4%

3%

4%

4%

56%

54%

47%

67%

55%

44%

68%

54%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=164）

日野第一

（N=168）

日野第二

（N=148）

日野第四

（N=153）

七生

（N=117）

三沢

（N=219）

日野第三

（N=66）

平山

（N=93）

全地域

（N=1,132）

対応してくれると思う 対応してくれないと思う 相談できる医師がいない

自分は対応を希望しない わからない



 

 

図表 2-74 かかりつけ医の往診への対応（年代別） 

 
 

図表 2-75 かかりつけ医の往診への対応（中学校区別） 

 

 

3%

4%

7%

10%

18%

7%

18%

25%

30%

33%

28%

25%

13%

11%

11%

6%

3%

10%

5%

2%

3%

5%

4%

4%

61%

58%

50%

46%

48%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=336）

50歳代

（N=249）

60歳代

（N=213）

70歳代

（N=196）

80歳代～

（N=107）

全年代

（N=1,100）

対応してくれると思う 対応してくれないと思う 相談できる医師がいない

自分は対応を希望しない わからない

5%

6%

10%

3%

7%

9%

6%

7%

7%

25%

27%

26%

17%

28%

30%

15%

28%

25%

8%

12%

12%

9%

7%

12%

8%

7%

10%

4%

1%

5%

3%

5%

4%

3%

4%

4%

57%

53%

46%

67%

53%

45%

68%

54%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=157）

日野第一

（N=161）

日野第二

（N=145）

日野第四

（N=152）

七生

（N=116）

三沢

（N=211）

日野第三

（N=62）

平山

（N=92）

全地域

（N=1,100）

対応してくれると思う 対応してくれないと思う 相談できる医師がいない

自分は対応を希望しない わからない



 

 

図表 2-76 かかりつけ医の訪問歯科診療への対応（年代別） 

 
 

図表 2-77 かかりつけ医の訪問歯科診療への対応（中学校区別） 

   

3%

8%

6%

8%

13%

7%

16%

23%

29%

31%

25%

23%

14%

8%

11%

6%

2%

10%

5%

1%

4%

7%

6%

4%

62%

59%

50%

48%

55%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=335）

50歳代

（N=250）

60歳代

（N=210）

70歳代

（N=190）

80歳代～

（N=106）

全年代

（N=1,094）

対応してくれると思う 対応してくれないと思う 相談できる医師がいない

自分は対応を希望しない わからない

4%

4%

10%

6%

5%

10%

6%

8%

7%

22%

25%

23%

15%

24%

26%

18%

29%

23%

9%

11%

12%

9%

7%

11%

6%

8%

10%

4%

1%

6%

3%

7%

5%

3%

5%

4%

60%

59%

49%

67%

57%

47%

66%

51%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=158）

日野第一

（N=159）

日野第二

（N=145）

日野第四

（N=151）

七生

（N=115）

三沢

（N=212）

日野第三

（N=62）

平山

（N=93）

全地域

（N=1,094）

対応してくれると思う 対応してくれないと思う 相談できる医師がいない

自分は対応を希望しない わからない



 

 

問３－４ 訪問診療や往診の利用の有無を教えてください。（１つに○） 

 

 訪問診療、往診、訪問歯科診療いずれも同様の傾向であり、利用したことが

ないという回答がほとんどとなっている。 

 年代別では訪問診療、往診、訪問歯科診療いずれも 80 歳代以上で利用経験

がある人がやや多くなっている。 

 中学校区別では訪問診療は三沢、日野第二で、往診は七生、日野第二で、訪

問歯科診療では日野第三、三沢がやや多くなっている。 

 

図表 2-78 訪問診療の利用経験（年代別） 

 

 

図表 2-79 訪問診療の利用経験（中学校区別） 

 

1%

1%

3%

1%

1%

4%

1%

2%

2%

1%

2%

3%

1%

3%

1%

3%

2%

2%

94%

91%

87%

90%

92%

92%

88%

90%

91%

4%

6%

7%

9%

4%

3%

7%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=169）

日野第一

（N=176）

日野第二

（N=153）

日野第四

（N=158）

七生

（N=127）

三沢

（N=222）

日野第三

（N=68）

平山

（N=98）

全地域

（N=1,171）

現在利用している 現在は利用していないが、利用したことがある

利用したことがない わからない



 

 

 

図表 2-80 往診の利用経験（年代別） 

 
 

図表 2-81 往診の利用経験（中学校区別） 

 

 

0.5%

0.5%

6%

1%

2%

2%

2%

3%

2%

92%

93%

93%

95%

87%

92%

8%

6%

4%

3%

4%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=338）

50歳代

（N=254）

60歳代

（N=221）

70歳代

（N=203）

80歳代～

（N=119）

全年代

（N=1,139）

現在利用している 現在は利用していないが、利用したことがある

利用したことがない わからない

1%

1%

1%

1%

2%

1%

1%

1%

3%

4%

1%

3%

2%

2%

95%

94%

89%

91%

91%

94%

89%

92%

92%

4%

4%

7%

9%

4%

3%

8%

6%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=164）

日野第一

（N=167）

日野第二

（N=149）

日野第四

（N=154）

七生

（N=127）

三沢

（N=216）

日野第三

（N=64）

平山

（N=96）

全地域

（N=1,139）

現在利用している 現在は利用していないが、利用したことがある

利用したことがない わからない



 

 

 

図表 2-82 訪問歯科診療の利用経験（年代別） 

 

 

図表 2-83 訪問歯科診療の利用経験（中学校区別） 

 

 

  

0.4%

0.4%

1%

3%

1%

1%

0.4%

1%

1%

1%

92%

93%

95%

95%

91%

93%

8%

6%

4%

3%

5%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=338）

50歳代

（N=257）

60歳代

（N=223）

70歳代

（N=202）

80歳代～

（N=118）

全年代

（N=1,137）

現在利用している 現在は利用していないが、利用したことがある

利用したことがない わからない

1%

1%

1%

2%

2%

1%

2%

1%

2%

1%

1%

95%

96%

92%

91%

93%

94%

91%

93%

93%

4%

4%

7%

9%

5%

3%

6%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=164）

日野第一

（N=168）

日野第二

（N=149）

日野第四

（N=155）

七生

（N=126）

三沢

（N=215）

日野第三

（N=64）

平山

（N=94）

全地域

（N=1,137）

現在利用している 現在は利用していないが、利用したことがある

利用したことがない わからない



 

 

問３－５ 利用の頻度はどれくらいですか。（１つに○） 

 

 訪問診療においては、毎月 2回程度の利用頻度が多くなっているが、往診や

訪問歯科診療については、利用頻度は様々となっている。 

 

図表 2-84 訪問診療の利用頻度（年代別） 

 

 

図表 2-85 訪問診療の利用頻度（中学校区別） 

  

33%

33%

8%

10%

33%

23%

15%

33%

33%

62%

50%

100%

33%

100%

8%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=3）

50歳代

（N=3）

60歳代

（N=3）

70歳代

（N=1）

80歳代～

（N=13）

全年代

（N=20）

毎月1回未満 毎月1回程度 毎月2回程度 毎月3回以上

33%

50%

33%

10%

33%

40%

50%

13%

15%

100%

33%

60%

50%

38%

67%

50%

100%

50%

50%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=1）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=5）

日野第四

（N=2）

七生

（N=1）

三沢

（N=8）

日野第三

（N=2）

平山

（N=3）

全地域

（N=20）

毎月1回未満 毎月1回程度 毎月2回程度 毎月3回以上



 

 

図表 2-86 往診の利用頻度（年代別） 

 

 

図表 2-87 往診の利用頻度（中学校区別） 

 

  

40%

38%

100%

20%

25%

40%

25%

100%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=0）

50歳代

（N=0）

60歳代

（N=1）

70歳代

（N=1）

80歳代～

（N=5）

全年代

（N=8）

毎月1回未満 毎月1回程度 毎月2回程度 毎月3回以上

（回答無し）

（回答無し）

100%

33%

100%

50%

33%

38%

100%

33%

33%

25%

33%

50%

100%

100%

25%

33%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=1）

日野第一

（N=1）

日野第二

（N=3）

日野第四

（N=1）

七生

（N=2）

三沢

（N=3）

日野第三

（N=1）

平山

（N=1）

全地域

（N=8）

毎月1回未満 毎月1回程度 毎月2回程度 毎月3回以上



 

 

図表 2-88 訪問歯科診療の利用頻度（年代別） 

 

 

図表 2-89 訪問歯科診療の利用頻度（中学校区別） 

 

  

100%

100%

25%

33%

25%

17%

50%

33%

100%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳代

（N=0）

50歳代

（N=1）

60歳代

（N=1）

70歳代

（N=1）

80歳代～

（N=4）

全年代

（N=6）

毎月1回未満 毎月1回程度 毎月2回程度 毎月3回以上

（回答無し）

100%

33%

100%

33%

50%

17%

50%

33%

100%

33%

33%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=0）

日野第一

（N=0）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=0）

七生

（N=1）

三沢

（N=3）

日野第三

（N=1）

平山

（N=1）

全地域

（N=6）

毎月1回未満 毎月1回程度 毎月2回程度 毎月3回以上

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）



 

 

問３－６ 利用しない理由を教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 訪問診療、往診、訪問歯科診療のいずれにおいても同様の傾向が見られる。

必要がないという理由を除くと、対応してくれる医療機関を知らない、どこ

に相談したらいいかわからないという理由が多くなっている。いずれの地域

においても同様の傾向であるが、七生においては、家族や身の回りの人への

負担が大きいという理由がやや多くなっている。 

 

図表 2-90 訪問診療を利用しない理由（中学校区別） 

 

85%

4%

4%

2%

13%

1%

9%

0.0%

2%

76%

2%

5%

7%

14%

2%

10%

0.0%

3%

79%

3%

6%

6%

13%

4%

16%

0.0%

1%

76%

5%

7%

9%

18%

1%

15%

3%

2%

80%

7%

15%

11%

20%

1%

11%

0.0%

0.0%
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15%

2%

11%

1%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

必要が無い

適切に対応してくれるか不安

家族や身の回りの人への負担が大きい

経済的負担が大きい

対応してくれる医療機関を知らない

対応してくれる医療機関が無い

どこに相談したらいいかわからない

居住環境（立地や道路環境）が訪問を

受けるのに適していない

その他

大坂上

（N=164）

日野第一

（N=170）

日野第二

（N=143）

日野第四

（N=157）

七生

（N=122）

三沢

（N=204）

日野第三

（N=63）

平山

（N=95）

全地域

（N=1,119）



 

 

図表 2-91 往診を利用しない理由（中学校区別） 
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図表 2-92 訪問歯科診療を利用しない理由（中学校区別） 
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問３－７ 自宅で急に具合が悪くなったとき、どうしていますか。（１つに○） 

 

 いずれの地域においても、様子を見て医療機関へ向かうという回答が大半と

なっているが、三沢、日野第三、平山においてはやや尐なく、救急車を呼ぶ

という回答がやや多くなっている。 

 

図表 2-93 自宅で急に具合が悪くなった時の対応（中学校区別） 
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かかりつけ医に連絡する 訪問看護師に連絡する

救急車を呼ぶ 以前入院していた病院に連絡する

様子を見て、医療機関へ向かう



 

 

問３－８ かかりつけ医又は訪問看護師はどう対応しましたか。（１つに○） 

 

 電話の指示で対応できたという回答が半数以上となっており、往診してくれ

たという回答も 3割程度となっている。 

 

図表 2-94 かかりつけ医又は訪問看護師の対応（中学校区別） 
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問３－９ 救急車で搬送された先はどこでしたか。（１つに○） 

 

 全市的に見ると、市内への搬送と市外への搬送が同程度となっている。 

 中学校区別に見ると、市内への搬送が尐ない地域は日野第四、三沢となって

いる。 

 

 

図表 2-95 救急車で搬送された先（中学校区別） 
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問３－１０ あなたが利用している生活支援サービスを教えてください。 

（該当するもの全てに○） 

 

＜訪問サービスについて＞ 

 利用しているサービスはないという回答が大半を占めており、特によく利用

されているサービスというものはうかがわれない。 

 中学校区別に見ると、利用しているという回答が見られなかったものとして、

日野第三における訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーシ

ョン、七生における訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、そ

の他の訪問サービス、日野第四における訪問入浴介護、訪問リハビリテーシ

ョン、平山における訪問入浴介護、訪問看護、日野第二における訪問入浴介

護となっている。 

 

＜外出支援のサービスについて＞ 

 利用しているサービスはないという回答が大半を占めており、特によく利用

されているサービスというものはうかがわれない。 

 中学校区別に見ると、利用しているという回答が見られなかったものとして、

日野第三における介護タクシー、福祉車両、七生における介護タクシーとな

っている。 

 

＜その他のサービスについて＞ 

 利用しているサービスはないという回答が大半を占めており、特によく利用

されているサービスというものはうかがわれない。寝具乾燥サービスについ

ては、利用しているという回答が見られない。 

 中学校区別に見ると、配食サービス（昼食）については、日野第二、日野第

三において利用が見られない。配食サービス（夕食）については、日野第一、

日野第四においてのみ利用が見られる。寝たきり訪問理容・美容については、

三沢においてのみ利用が見られる。 

  



 

 

図表 2-96 利用している訪問サービス（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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図表 2-97 利用している外出支援サービス（中学校区別、高齢者のみを集計） 
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図表 2-98 利用しているその他のサービス（中学校区別、高齢者のみを集計） 

 

2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3%

95%

2%

2%

0.0%

0.0%

2%

0.0%

96%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2%

95%

2%

4%

0.0%

0.0%

4%

4%

88%

2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6%

92%

1%

0.0%

2%

0.0%

4%

0.0%

94%

0.0%

0.0%

0%

0.0%

3%

7%

90%

2%

0.0%

0%

0.0%

4%

7%

87%

2%

1%

0%

0.0%

2%

3%

93%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

配食サービス（昼食）

配食サービス（夕食）

寝たきり訪問理容・美容

寝具乾燥サービス

その他のサービス

わからない

利用しているサービスはない

大坂上

（N=63）

日野第一

（N=51）

日野第二

（N=59）

日野第四

（N=48）

七生

（N=48）

三沢

（N=81）

日野第三

（N=29）

平山

（N=45）

全地域

（N=423）



 

 

問３－１１ あなたは在宅療養という選択肢についてどう思いますか。 

（１つに○） 

 

 全市的に見ると、賛成、どちらかというと賛成の合計が 42%、反対、どち

らかというと反対の合計が 15%となっており、残りの 43%はどちらでもよ

い、わからないとなっている。 

 年代別に見ると、いずれの年代においても近い傾向が見られるが、40歳代、

50歳代についてはどちらでもよいという回答、70歳代、80歳代以上につい

てはわからないという回答が他の年代より比較的多くなっている。 

 中学校区別に見ると、いずれの地域においても近い傾向が見られるが、平山

においては賛成、どちらかというと賛成の回答がやや多く、七生、三沢にお

いては反対、どちらかというと反対の回答がやや多く見られる。 

 

 

図表 2-99 在宅療養への意向（年代別） 
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賛成 どちらかというと賛成 どちらでもよい どちらかというと反対 反対 わからない



 

 

図表 2-100 在宅療養への意向（中学校区別） 
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問３－１２ 在宅療養の推進に反対である理由を教えてください。 

（１つに○） 

 

 全市的に見ると、病院に入院する方がよいという回答が半数以上となってい

る。 

 年代別にみると、80 歳代以上において、病院に入院する方がよいという回

答が 75%となっている。一方で、40 歳代においては、在宅療養に関心はあ

るが医師が定期的に訪問してくれるのか不安があるという回答が 12%とな

っている。 

 中学校区別に見ると傾向にばらつきが見られる。病院に入院する方がよいと

いう回答が特に多いのは平山、大坂上となっている。介護施設等に入所する

方がよいという回答が多いのは日野第一、三沢となっている。 

 

 

図表 2-101 在宅療養の推進に反対である理由（年代別） 
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図表 2-102 在宅療養の推進に反対である理由（中学校区別） 
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問３－１３ 在宅療養に不安を感じることはありますか。 

（該当するもの全てに○） 

 

 全市的に見ると、介護者の負担が重い、介護者が体調を崩すと生活できない

という不安が多く、次いですぐにかかりつけ医が来てくれるかわからない、

お金がかかるのではないかという不安となっている。 

 中学校区別に見ると、いずれの地域においても近い傾向が見られるが、診療

所がなくなる不安について、七生において比較的多くなっている。 

 

図表 2-103 在宅療養に不安を感じること（中学校区別） 

 



 

 

問３－１４ 日野市では「在宅療養の支援体制の充実」を推進しています。 

ご意見やご要望がございましたら、ご自由にお書きください。 

（自由記述） 

 

＜全体的な傾向について＞ 

 合計で 447件のコメントがあった。その内訳は、賛成寄りのコメントが 145

件（33%）、反対寄りのコメントが 50 件（11%）、どちらでもないコメント

が 252件（56%）となっている。 

 

※恣意的な集計とならないよう、次のように集計している。「賛成寄り」は、

「賛成」「積極的に賛成」といったコメントの他、「進めて欲しい」とい

った積極的な表現を含むものに限定している。「在宅療養の推進は良いと

思うが、難しいのではないか」といった留保付きのコメントは、「どちら

でもない声」に計上している。一方、「反対寄り」とは、「反対」「難しい

と思う」といった明示的な反対コメントの他、「どこまでできるのか疑問」

といった懐疑的なコメントまで含めて計上している。「賛成寄り」「反対

寄り」「どちらでもない」については重複しないように集計しているため、

構成比の合計は 100%となる。 

※なお、次ページ以降の傾向分析においては、1つのコメントで複数のポイ

ントに触れている回答も多く見られるため、回答率を合計しても 100%と

はならない。 

 

図表 2-104 「在宅療養の支援体制の充実」に対する自由意見の傾向 
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＜賛成寄りの意見の傾向について＞ 

 「在宅療養に対応できる医療・介護体制を充実して欲しい」とするコメント

が最多で、賛成寄りの声の総数の 17%を占めている。 

 中学校区別に見ると、三沢のコメントの 39%、大坂上のコメントの 24%

を占めている。 

 年代別に見ると、50歳代のコメントの 24%、40歳代のコメントの 17%

を占めている。 

 「家族へのサポートを充実して欲しい」とするコメントが 2番目に多く、賛

成寄りの声の総数の 16%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第一のコメントの 25%、日野第三のコメント

の 23%を占めている。 

 年代別に見ると、40歳代のコメントの 28%、70歳代のコメントの 22%

を占めている。 

 「一人暮らしや老老世帯でも在宅療養できるようにして欲しい」とするコメ

ントが 3番目に多く、賛成寄りの声の総数の 15%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第三のコメントの 31%、日野第四のコメント

の 26%を占めている。 

 年代別に見ると、80歳代以上の 22%、60歳代及び 70歳代の 19%を占

めている。 

 「市の検討に期待している」とするコメントが 4番目に多く、賛成寄りの声

の総数の 14%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第三のコメントの 23%、七生のコメントの

22%、日野第二のコメントの 21%を占めている。 

 年代別に見ると、60歳代の 23%、80歳代以上の 17%を占めている。 

 「経済的負担を軽減して欲しい」とするコメントが 5番目に多く、賛成寄り

の声の総数の 12%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第三のコメントの 31%、大坂上のコメントの

24%を占めている。 

 年代別にみると、60歳代のコメントの 19%、40歳代のコメントの 17%

を占めている。 

 6番目以降は、「その他賛成や励ましのご意見」（10%）、「各種の情報を周知

広報して欲しい」（9%）、「市の医療体制全般を充実して欲しい」（5%）、「健

康づくり・予防が重要」（5%）、「在宅療養は家族の肉体的・精神的負担が大

きい」（4%）、「最期まで入所できる施設を希望する」（4%）となっている。 

  



 

 

図表 2-105 「在宅療養の支援体制の充実」に対する賛成寄り意見の傾向 

（中学校区別） 

 

※合計の構成比が 3%未満のものは省略している。 
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在宅療養に対応できる医療・介護体制を充実して欲しい

家族へのサポートを充実して欲しい

一人暮らしや老老世帯でも在宅療養できるようにして欲しい

市の検討に期待している

経済的負担を軽減して欲しい

その他賛成や励ましのご意見

各種の情報を周知広報して欲しい

市の医療体制全般を充実して欲しい

健康づくり・予防が重要

在宅療養は家族の肉体的・精神的負担が大きい

最期まで入所できる施設を希望する

大坂上（N=17） 日野第一（N=16） 日野第二（N=19） 日野第四（N=19） 七生（N=23）

三沢（N=18） 日野第三（N=13） 平山（N=19） 全地域（N=145）



 

 

図表 2-106 「在宅療養の支援体制の充実」に対する賛成寄り意見の傾向 

（年代別） 

 

※合計の構成比が 3%未満のものは省略している。 
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在宅療養に対応できる医療・介護体制を充実して欲しい

家族へのサポートを充実して欲しい

一人暮らしや老老世帯でも在宅療養できるようにして欲

しい

市の検討に期待している

経済的負担を軽減して欲しい

その他賛成や励ましのご意見

各種の情報を周知広報して欲しい

市の医療体制全般を充実して欲しい

健康づくり・予防が重要

在宅療養は家族の肉体的・精神的負担が大きい

最期まで入所できる施設を希望する

40歳代（N=18） 50歳代（N=29） 60歳代（N=26）

70歳代（N=36） 80歳代以上（N=36） 全年代（N=145）



 

 

＜反対寄りの意見の傾向について＞ 

 「在宅療養は家族の肉体的・精神的負担が大きい」とするコメントが最多で、

反対寄りの声の総数の 62%を占めている。 

 中学校区別に見ると、七生のコメントの 86%、日野第一のコメントの

80%、日野第二のコメントの 75%を占めている。 

 年代別に見ると、40歳代のコメントの 83%、50歳代のコメントの 75%、

60歳代のコメントの 69%を占めている。 

 「最期まで入所できる施設を希望する」とするコメントが 2番目に多く、反

対寄りの声の総数の 38%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第三のコメントの 75%、三沢のコメントの

56%、日野第一のコメントの 40%を占めている。 

 年代別に見ると、70歳代のコメントの 57%、50歳代のコメントの 50%、

60歳代及び 80歳代以上のコメントの 31%を占めている。 

 「経済的負担を軽減して欲しい」とするコメントが 3番目に多く、反対寄り

の声の総数の 12%を占めている。 

 中学校区別に見ると、平山のコメントの 50%、日野第三のコメントの

25%、大坂上のコメントの 20%を占めている。 

 年代別に見ると、60歳代のコメントの 23%、70歳代のコメントの 14%、

80歳代以上のコメントの 8%を占めている。 

 「一人暮らしや老老世帯での在宅療養は無理だと思う」とするコメントが 4

番目に多く、反対寄りの声の総数の 8%を占めている。 

 中学校区別に見ると、大坂上のコメントの 40%、日野第三のコメントの

25%、日野第四のコメントの 13%を占めている。 

 年代別に見ると、80歳代以上のコメントの 23%、60歳代のコメントの

8%を占めている。 

 「その他反対のご意見」（単に「反対です」といった記載のもの）が 5番目

に多く、反対寄りの声の総数の 6%を占めている。 

 中学校区別に見ると、平山のコメントの 25%、日野第一のコメントの

20%、日野第二のコメントの 13%を占めている。 

 年代別に見ると、70歳代のコメントの 14%、80歳代以上のコメントの

8%を占めている。 

 6番目以降は、「在宅療養以外の選択肢も提示することが必要」（4%）、「他

人が家庭に入ってくるのは嫌だ」（4%）、「住宅の構造上、在宅療養は難しい」

（4%）となっている。 

  



 

 

図表 2-107 「在宅療養の支援体制の充実」に対する反対寄り意見の傾向 

（中学校区別） 

 

※合計の構成比が 3%未満のものは省略している。 
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在宅療養は家族の肉体的・精神的負担が大きい

最期まで入所できる施設を希望する

経済的負担を軽減して欲しい

一人暮らしや老老世帯での在宅療養は無理だと思う

その他反対のご意見

在宅療養以外の選択肢も提示することが必要

他人が家庭に入ってくるのは嫌だ

住宅の構造上、在宅療養は難しい

大坂上（N=5） 日野第一（N=5） 日野第二（N=8） 日野第四（N=8） 七生（N=7）

三沢（N=9） 日野第三（N=4） 平山（N=4） 全地域（N=50）



 

 

図表 2-108 「在宅療養の支援体制の充実」に対する反対寄り意見の傾向 

（年代別） 

 

※合計の構成比が 3%未満のものは省略している。 
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経済的負担を軽減して欲しい

一人暮らしや老老世帯での在宅療養は無理だと思う

その他反対のご意見

在宅療養以外の選択肢も提示することが必要
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＜賛成でも反対でもない意見の傾向について＞ 

 「現在は必要がない等で、よくわからない」とするコメントが最多で、賛成

でも反対でもないコメントの総数の 14%を占めている。 

 中学校区別に見ると、平山のコメントの 28%、日野第三のコメントの

23%、七生のコメントの 16%を占めている。 

 年代別に見ると、50歳代のコメントの 24%、70歳代のコメントの 18%、

60歳代のコメントの 16%を占めている。 

 「在宅療養は家族の肉体的・精神的負担が大きい」とするコメントが 2番目

に多く、賛成でも反対でもないコメントの総数の 12%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第一のコメントの 26%、日野第二のコメント

の 20%、大坂上及び日野第四のコメントの 11%を占めている。 

 年代別に見ると、50歳代及び 80歳代以上のコメントの 18%、70歳代

のコメントの 9%を占めている。 

 「特になし」のコメントが 3番目に多く、賛成でも反対でもないコメントの

総数の 9%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第三のコメントの 20%、三沢のコメントの

16%、日野第四のコメントの 15%を占めている。 

 年代別に見ると、40歳代のコメントの 28%、60歳代、70歳代及び 80

歳代以上のコメントの 8%を占めている。 

 「最期まで入所できる施設を希望する」とするコメントが 4番目に多く、賛

成でも反対でもないコメントの総数の 8%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第一のコメントの 15%、日野第二のコメント

の 12%、大坂上のコメントの 11%を占めている。 

 年代別に見ると、60歳代のコメントの 10%、70歳代及び 80歳代以上

のコメントの 8%を占めている。 

 「これまでは元気だが、体調を崩した時の不安はある」とするコメントが 5

番目に多く、賛成でも反対でもないコメントの総数の 8%を占めている。 

 中学校区別に見ると、日野第四のコメントの 19%、七生のコメントの

11%、三沢及び平山のコメントの 8%を占めている。 

 年代別に見ると、80歳代以上のコメントの 14%、70歳代のコメントの

9%、60歳代のコメントの 6%を占めている。 

 6番目以降は、その他ご自身のお悩みなどについてのコメント（7%）「在宅

療養以外の選択肢を提示することが必要」（6%）、「一人暮らしや老老世帯で

も在宅療養できるようにして欲しい」（5%）、「健康づくり・予防が重要」（5%）、

アンケートへの苦情（5%）となっている。 

 その他ご自身のお悩みについては、ご自身の具体的な病気の心配、これ

までのご経験についての記述、同居するペットの心配などとなっている。 



 

 

 アンケートへの苦情については、単身者には回答しにくい、アンケート

にあまり意味があると思えない、といったコメントとなっている。 

  



 

 

図表 2-109 「在宅療養の支援体制の充実」に対する賛成でも反対でもない 

意見の傾向（中学校区別） 

 

※合計の構成比が 5%未満のものは省略している。 
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在宅療養は家族の肉体的・精神的負担が大きい

特になし
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これまでは元気だが、体調を崩した時の不安はある
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一人暮らしや老老世帯でも在宅療養できるようにして欲しい

健康づくり・予防が重要

アンケートへの苦情

大坂上（N=18） 日野第一（N=27） 日野第二（N=41） 日野第四（N=27） 七生（N=38）

三沢（N=37） 日野第三（N=35） 平山（N=25） 地域回答無し（N=4） 全地域（N=252）



 

 

図表 2-110 「在宅療養の支援体制の充実」に対する賛成でも反対でもない 

意見の傾向（年代別） 

 

※合計の構成比が 5%未満のものは省略している。 
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特になし
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これまでは元気だが、体調を崩した時の不安はある

その他ご自身のお悩みなどについて

在宅療養以外の選択肢も提示することが必要

一人暮らしや老老世帯でも在宅療養できるようにして欲しい

健康づくり・予防が重要

アンケートへの苦情

40歳代（N=25） 50歳代（N=34） 60歳代（N=51） 70歳代（N=66）

80歳代以上（N=73） 年齢回答無し（N=3） 全年代（N=252）



 

 

3 医療機関アンケート調査（診療所） 

3.1 調査結果の概要 

 

＜回答者の属性について＞ 

 開業年数の地域差は大きく、開業 5 年未満の施設が集中する地域と、開業

30年以上の施設が過半を占める地域が存在している。 

 今後 5年後までの事業承継の予定について、診療所の約 7割、歯科診療所の

約半数が、予定はないとしている。そのほとんどは、承継の必要がなく現在

のまま診療を継続予定としている。事業承継の予定がある施設の大半は、子

等の後継者に対する承継予定となっている。 

 診療所における標榜診療科は、多い順に、内科、小児科、皮膚科となってい

る。 

 連携している施設について、診療所の約 7割、歯科診療所の約 9割が、特に

連携している施設はないと回答している。 

 レセプト電算化の状況について、診療所、歯科診療所ともに、9割以上が対

応している。 

 電子カルテの導入状況は、診療所で半数程度、歯科診療所で 4割程度となっ

ているが、地域差は大きい。 

 遠隔診療の実施状況については、診療所は全ての施設が実施していないとい

う回答となっているが、歯科診療所においては平山の 1施設において実施し

ているという回答となっている。 

 ICTを活用した診療支援等のツールについて、診療所の 9割以上、歯科診療

所の全てにおいて、利用していないという回答となっている。 

 

＜診療体制について＞ 

 診療所、歯科診療所ともに、医師／歯科医師が 1名という体制が基本的な形

となっている。曜日によってより充実している地域もあれば、曜日によって

医師／歯科医師が不在となる地域もある。 

 医師の年齢構成については、50 代が最も多く、次いで 40 代、60 代が多く

なっている。 

 歯科医師の年齢構成については、いずれの地域も 50 代以上が半数以上を占

めており、若手の歯科医師が尐ない状況にある。 

 看護師・看護助手などを除く医療従事者は、地域の偏りが大きくなっている。



 

 

歯科衛生士及び歯科助手については、地域的に満遍なく存在している。 

 診療所の医師の半数以上、歯科医師の約 3割は、市外から通勤している。 

 医師の過不足状況については、半数以上の医療機関は「不足する見込みはな

い」と回答しているが、一方で 4分の 1程度は将来的に不足すると回答して

いる。歯科医師については、75%の歯科診療所が「不足する見込みはない」

と回答しており、将来的に不足するという回答は 10%となっている。 

 

＜患者数等の状況について＞ 

 1万人以上を診ている診療所、歯科診療所が半数を占めているが、日野第二

や三沢などは 5千人未満の診療所、歯科診療所が 3割程度を占めている。 

 患者に占める高齢者の割合が半数を超える施設について、全市的には診療所

の約 7割、歯科診療所の約 6割となっているが、地域差は大きい。 

 過去 5年の患者数の動向については、診療所では「増えている」、「どちらか

というと増えている」とする回答が、「減っている」、「どちらかというと減

っている」とする回答をやや上回っている。歯科診療所では、「減っている」、

「どちらかというと減っている」とする回答の方が多くなっている。 

 将来的な患者数の見込みとしては、診療所、歯科診療所ともに、減尐寄りの

予測の方が多くなっている。 

 

＜他の医療機関との連携状況について＞ 

 他の診療所、歯科診療所への紹介については、診療所においては実施してい

るとする回答が約 9割となっているが、一部の地域において 6～7割となっ

ている。歯科診療所においては、時々実施しているとする回答がほとんどと

なっている。 

 紹介先の診療所、歯科診療所については、診療所においては内科が多くなっ

ており、歯科診療所においては歯科がほとんどとなっている。 

 紹介先の病院については、日野市立病院が最多であり、次いで市外の病院と

なっている。 

 病院からの逆紹介の状況については、日野市立病院からの逆紹介が多くなっ

ている。 

 患者の紹介元については、診療所においては病院が約半数、歯科診療所にお

いては患者本人及び家族が 7割となっている。 

 

 



 

 

＜在宅療養の取組み状況について＞ 

 5年前と比較した在宅療養のニーズ動向については、診療所、歯科診療所と

もに、「増えている」、「どちらかというと増えている」が半数程度を占めて

いる一方、「減っている」、「どちらかというと減っている」は 1 割未満とな

っている。 

 在宅療養への考え方については、診療所、歯科診療所ともに、推進すべきと

する回答と分からないとする回答が同程度となっている。 

 在宅療養への取組みについては、実施しない（外来専門）という回答が診療

所の約 8割、歯科診療所の約 7割となっている。 

 在宅療養を希望する患者が発生した場合の対応については、診療所の約 6割

が他院を紹介するという回答であるのに対し、歯科診療所の約 7割が自院で

対応しているとしている。 

 在宅療養支援（歯科）診療所の届出については、診療所、歯科診療所ともに

約 2割となっている。 

 

＜訪問診療の取組み状況について＞ 

 訪問診療の実施状況については、診療所の約 3割、歯科診療所の約 4割で実

施している。 

 訪問時のスタッフの体制については、診療所、歯科診療所ともに半数が医師、

歯科医師のみでの訪問となっている。 

 訪問診療の受持ち患者数（自宅訪問）については、一部の診療所において

100 人以上も見られるが、大半は 25 人以下となっている。歯科診療所にお

いては全て 10人以下となっている。 

 今後需要があった場合の訪問診療の拡大可能性については、診療所において

は「既に余力がなくスタッフ増員も困難であり拡大できない」との回答が半

数を占めている。歯科診療所においては、現在のスタッフ数や訪問可能エリ

ア等の条件の範囲内で拡大したいという回答が約 7割となっている。 

 訪問診療の実施上の困難・不安または実施していない理由については、診療

所においては、「夜間や休日の対応が困難」との回答が多く（68%）、次いで

「スタッフの確保が困難」（50%）、「容態急変時の対応が困難」（50%）との

回答が多くなっている。歯科診療所においては、「診察や検査の内容が限ら

れてしまう」との回答が多く（60%）、次いで「夜間や休日の対応が困難」

（52%）との回答が多くなっている。 

 

 



 

 

＜往診の取組み状況について＞ 

 往診の実施状況については、診療所の約 2割で実施している。 

 往診の患者数については、5人以下が半数を占めるが、10人以上対応してい

る診療所も多い。 

 診療時間外の患者からの急な呼び出しへの対応については、約 8割の診療所

が対応していない。 

 往診の実施上の困難・不安または実施していない理由については、「夜間や

休日の対応が困難」「診察や検査の内容が限られてしまう」との回答が多く

なっている。 

 

＜看取りの実施状況について＞ 

 在宅看取りの実施状況については、診療所の 24%が実施している。 

 在宅看取りの実施件数については、概ね年間 10件程度となっている。 

 在宅看取り希望件数の傾向については、「これまでと変わらない」という回

答が約 7割となっている。 

 在宅看取りに対する対応方針については、「本人や家族の明確な希望があれ

ば対応している」という回答が約 7割となっている。 

 在宅看取りの実施上の困難・不安または実施していない理由については、「夜

間や休日の対応が困難」との回答が多く（74%）、次いで「スタッフの確保

が困難」（56%）との回答が多くなっている。 

 

＜在宅療養への意見について＞ 

 この数年での介護職との連携の取りやすさの変化については、診療所、歯科

診療所ともに、「とても感じる」、「ときどき感じる」と「あまり感じない」、

「まったく感じない」が同程度となっている。 

 在宅療養支援体制の充実に向けた取組みを推進していくコーディネーター

として期待する者については、診療所においては現場の医療関係者という回

答が約 4割となっており、歯科診療所においては医師会や行政など公益的第

三者的立場とする回答が約 7割となっている。 

 

 

 

  



 

 

3.2 回答者の属性 

 

問１－１ 貴院の種類を教えてください。（１つに○） 

問１－２ 貴院の所在地域（中学校区）を教えてください。（１つに○） 

問１－３ 貴院の所在地域（日常生活圏域）を教えてください。（１つに○） 

 

 回答が得られた全 72施設の内訳は、診療所が 45施設、歯科診療所が 27施

設となっている。 

 中学校区別に見た回答率については、診療所においては平山で 100%の回答

が得られたほかは、日野第二で 56%、三沢で 45%、その他は 3 割程度とな

っている。歯科診療所においては、七生で 57%、平山で 40%、日野第一で

36%等となっており、日野第三においては回答が得られなかった。なお、日

野第三における歯科診療所は、2施設である。 

 日常生活圏域別に見た回収率については、診療所、歯科診療所ともにひらや

まが最も高く（いずれも 46%）、とよだが最も低く（診療所 36%、歯科診療

所 21%）なっている。 

 

図表 3-1 回答のあった診療所・歯科診療所の数（中学校区別） 
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図表 3-2 回答のあった診療所・歯科診療所の数（日常生活圏域別） 

 

 

 

問１－４ 貴院の病床数を教えてください。（１つに○） 

 

 診療所については、一般病床を有するものが 1施設となっている。療養病床、

精神病床を有するという回答は得られていない。 

 歯科診療所については、いずれの病床についても、有するという回答は得ら

れていない。 

 

図表 3-3 一般病床（診療所） 

（単位：施設） 

診療所 病床無し 1～10床未満 10～20床未満 合計 

大坂上 4 0 0 4 

日野第一 4 0 0 4 

日野第二 9 0 0 9 

日野第四 3 1 0 4 

七生 3 0 0 3 

三沢 13 0 0 13 

日野第三 0 0 0 0 

平山 1 0 0 1 

合計 37 1 0 38 
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問１－５ 現在地で開業している年数を教えてください。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 全市的に見ると開業 10 年未満の割合は開業 30 年以上の割合を上回ってい

る。しかしながら地域差が大きく、日野第二、日野第四、七生の 3地域に開

業 5年未満の回答が集中しており、日野第三及び平山では全て開業 30年以

上となっている。 

 

図表 3-4 現在地における開業年数（診療所） 
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＜歯科診療所＞ 

 全市的に見ると、歯科診療所の 6割以上が開業 20年以上となっている。地

域差も大きく、開業 5年未満は日野第一、日野第二、日野第四の 3地域に集

中しているのに対して、平山では全て開業 30年以上となっている。 

 

図表 3-5 現在地における開業年数（歯科診療所） 
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（回答無し）



 

 

問１－６ 5年後までに事業承継の予定があるか教えてください。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 全市的に見ると、約 7割の診療所が 5年後までの事業承継の予定はないとし

ている。大坂上、日野第一、三沢、平山においては、事業承継の予定がある

という回答も一部見られる。 

 

図表 3-6 5年後までの事業承継予定（診療所） 
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＜歯科診療所＞ 

 全市的に見ると、約半数の診療所が 5年後までの事業承継の予定はないとし

ている。大坂上、日野第一、日野第四、平山においては、事業承継の予定が

あるという回答も一部見られる。 

 

図表 3-7 5年後までの事業承継予定（歯科診療所） 
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問１－７ 事業承継の予定がある場合、具体的な予定を教えてください。 

（１つに○） 

 

 診療所においては、事業承継の予定がある施設の 67%が子等の後継者がい

るという回答となっている。 

 歯科診療所においては、事業承継の予定がある施設の全てにおいて、子等の

後継者がいるという回答となっている。 

 

図表 3-8 事業承継の具体的な予定（診療所・歯科診療所） 
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問１－８ 事業承継の予定がない場合、具体的な予定を教えてください。 

（１つに○） 

 

 診療所においては、事業承継の予定がないと回答した施設のほとんどが、承

継の必要がなく現在のまま診療を継続予定としている。 

 歯科診療所においては、事業承継の予定がないと回答した施設のほとんどが

承継の必要がなく現在のまま診療を継続予定としているが、一方で、廃院と

する予定が 16%となっている。 

 

図表 3-9 事業承継の予定がない場合の具体的な予定（診療所・歯科診療所） 
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問１－９ 貴院の標榜診療科を教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 回答のあった診療所における標榜科は、多い順に、内科、小児科、皮膚科と

なっている。 

 

図表 3-10 標榜診療科（診療所・歯科診療所） 

 

 

 

 

問１－１０ 併設施設はありますか。（該当するもの全てに○） 

 

 居宅介護支援事業所を併設しているという診療所が日野第二に 1 か所あっ

たほかは、全ての診療所・歯科診療所において、併設施設はないという回答

となっている。 
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問１－１１ 連携している施設はありますか。（該当するもの全てに○） 

 

＜診療所＞ 

 全市的に見ると、約 7割の診療所が、特に連携している施設はないと回答し

ている。連携している施設のうちで最も回答が多いのは調剤薬局の 20%と

なっており、日野第一と七生を除く 6地域で連携している診療所がある。次

いで訪問看護ステーションの 13%となっているが、連携している診療所が

ある地域は日野第一、日野第二、三沢の 3地域に限られている。介護施設と

の連携は 3番目の 7%であり、連携している診療所がある地域は日野第一と

三沢に限られている。 

 

図表 3-11 連携している施設（診療所） 

 

  



 

 

＜歯科診療所＞ 

 全市的に見ると、約 9割の歯科診療所が、特に連携している施設はないと回

答している。特に、大坂上、日野第二、日野第四、平山においては、全てが

連携施設なしの回答となっている。 

 

図表 3-12 連携している施設（歯科診療所） 
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日野第四

（N=5）

七生

（N=4）
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日野第三

（N=0）

平山
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歯科診療所合計
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特になし 訪問看護ステーション 調剤薬局 介護施設 その他



 

 

問１－１２ 貴院のレセプト電算化の状況を教えてください。（１つに○） 

 

 診療所、歯科診療所ともに、9割以上がレセプトを電算化している。 

 

図表 3-13 レセプト電算化の状況（診療所） 

 
 

図表 3-14 レセプト電算化の状況（歯科診療所） 
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（N=45）

電子レセプト 紙レセプト

67%

100%

100%

100%

75%

100%

100%

93%

33%
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日野第一
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日野第二

（N=2）

日野第四

（N=5）

七生
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三沢

（N=6）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=27）

電子レセプト 紙レセプト

（回答無し）



 

 

問１－１３ 貴院の電子カルテの導入状況を教えてください。（１つに○） 

 

 電子カルテの導入状況は、診療所で半数程度、歯科診療所で 4割程度となっ

ている。地域による差が大きく、診療所では日野第四の 75%から日野第三

の0%まで、歯科診療所では日野第二の100%から平山の0%までの幅がある。 

 

図表 3-15 電子カルテの導入状況（診療所） 

 

図表 3-16 電子カルテの導入状況（歯科診療所） 
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（回答無し）



 

 

問１－１４ 電子カルテを活用した情報連携の状況を教えてください。 

（１つに○） 

 

 診療所のほとんど、歯科診療所の全てにおいて、電子カルテを活用した情報

連携は、院内での利用に完結している。 

 

図表 3-17 電子カルテを活用した情報連携の状況（診療所） 

 

 

図表 3-18 電子カルテを活用した情報連携の状況（歯科診療所） 

 



 

 

問１－１５ 貴院では遠隔診療を実施していますか。（１つに○） 

 

 診療所においては、全ての施設が実施していないとの回答であり、今後実施

予定という回答もない。 

 歯科診療所においては、実施しているという回答が 1施設（平山）あったほ

かは、全ての施設において実施していないとの回答であり、今後実施予定と

いう回答もない。 

 

問１－１６ 貴院では ICTを活用した診療支援等のツールを利用しています 

か。（１つに○） 

 

 診療所の 9割以上は、ICTを活用した診療支援等のツールを利用していない

という回答となっているが、1割弱においては利用しているという回答とな

っている。日野第二と三沢において、利用しているという回答が見られる。 

 歯科診療所においては、全ての施設において利用していないという回答とな

っている。 

 

図表 3-19 ICTを活用した診療支援等のツールの利用（診療所） 
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3.3 診療体制について 

 

問２－１ 貴院の診療体制・時間を教えてください。（数字を記入） 

 

＜外来＞ 

 診療所、歯科診療所ともに、医師／歯科医師が 1名という体制が基本的な形

となっている。曜日によってより充実している地域もあれば、曜日によって

医師／歯科医師が不在となる地域もある。 

 診療所の診療時間は、平日は 7時間前後が基本的な形となっているが、日野

第三は 3時間となっている。 

 歯科診療所の診療時間は、平日は 8時間前後が基本的な形となっており、土

曜日は 6時間程度となっている。 

＜訪問診療＞ 

 診療所では、市全体で訪問診療に対応している医師数が最大で 9人（火曜日）

となり、日曜日は対応している医師がいない。 

 診療所の対応時間については、地域によるばらつきが大きくなっている。 

 診療所を中学校区別に見ると日野第一及び日野第二は土曜日、日曜日は対応

しておらず、三沢は木曜日、日曜日は対応していない。 

 歯科診療所では、市全体で訪問診療に対応している歯科医師数は 2名となり、

日曜日は対応している歯科医師がいない。 

 歯科診療所を中学校区別にみると、七生は日曜日は対応しておらず、三沢は

木曜日、日曜日は対応していない一方、日野第一は木曜日のみ対応している。 

 診療所による訪問診療の対応時間は市全体で合計すると、木曜日、土曜日が

短くなっている。 

＜往診＞ 

 診療所では、市全体で往診に対応している医師数が最大で 11 人となり、日

曜日でも 5名の医師が対応している。 

 診療所を中学校区別に見ると日野第四以外は往診に対応する医師がいるも

のの、地域により対応できる曜日に限りがある。 

 七生、日野第三、平山については、木曜日、日曜日は対応しておらず、日野

第一は土曜日、日曜日は対応していない。大坂上は、木曜日、土曜日、日曜

日のみ対応している。 

 診療所で 24時間対応しているのは市全体でも 4施設のみ（土曜日、日曜日

は 3施設）で、一部対応としている診療所も 5施設程度である。 

 歯科診療所については、訪問診療と同様に七生、三沢、日野第一で対応して

いるが、24時間対応している歯科診療所はない。 



 

 

図表 3-20 外来診療体制（診療所 1 施設当たりの外来対応医師数の平均） 
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図表 3-21 外来歯科診療体制 

（歯科診療所 1 施設当たりの外来対応歯科医師数の平均） 
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図表 3-22 外来診療時間（診療所 1 施設当たりの平均診療時間） 
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図表 3-23 外来診療時間（歯科診療所 1施設当たりの平均診療時間） 
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図表 3-24 訪問診療体制（診療所の訪問診療対応医師数の合計） 
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図表 3-25 訪問歯科診療体制 

（歯科診療所の訪問歯科診療対応歯科医師数の合計） 
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図表 3-26 訪問診療時間（診療所の訪問診療対応時間の合計） 
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図表 3-27 訪問歯科診療時間（歯科診療所の訪問歯科診療対応時間の合計） 
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図表 3-28 往診体制（診療所の往診対応医師数の合計） 
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図表 3-29 往診体制（歯科診療所の往診対応歯科医師数の合計） 
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図表 3-30 往診対応状況（診療所） 

 

 

図表 3-31 往診対応状況（歯科診療所） 
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問２－２ 貴院の医師（歯科医師）の人数を年齢階級別に教えてください。 

（数字を記入） 

 

<診療所> 

 50代の医師が最も多く、次いで 40代、60代が多くなっている。 

 大坂上や日野第四は、50代以上の回答しかない状況となっている。 

 

図表 3-32 常勤医師数（診療所） 
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図表 3-33 非常勤医師数（診療所） 

 

図表 3-34 非常勤医師の常勤換算人数（診療所） 
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＜歯科診療所＞ 

 いずれの地域も 50 代以上が半数以上を占めており、若手の歯科医師が尐な

い状況にある。 

 

図表 3-35 常勤歯科医師数（歯科診療所） 
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図表 3-36 非常勤歯科医師数（歯科診療所） 

 

 

図表 3-37 非常勤歯科医師の常勤換算人数（歯科診療所） 
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問２－３ 貴院の医療従事者の人数を職種別に教えてください。 

（数字を記入） 

 

＜診療所＞ 

 看護師・看護助手などを除く医療従事者は、地域に偏りが多く、常勤のリハ

職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）は三沢のみであり、医療ソーシ

ャルワーカーについては日野第一及び日野第二のみとなっている。 

 

図表 3-38 常勤医療従事者数（診療所） 
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（人）

（
回
答
無
し
）



 

 

図表 3-39 非常勤医療従事者数（診療所） 

 

図表 3-40 非常勤医療従事者の常勤換算人数（診療所） 
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＜歯科診療所＞ 

 歯科衛生士及び歯科助手が偏りなく存在している。 

 

図表 3-41 常勤医療従事者数（歯科診療所） 
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図表 3-42 非常勤医療従事者数（歯科診療所） 

 

 

図表 3-43 非常勤医療従事者の常勤換算人数（歯科診療所） 
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問２－４ 常勤医師（歯科医師）の居住地について教えてください。 

（数字を記入） 

 

＜診療所＞  

 診療所では、半数以上の医師が市外から通勤している。 

 一方で、大坂上及び日野第三では、「自宅と施設が隣接」している場合や、

「市内から通勤」が多い傾向にある。 

 

図表 3-44 常勤医師の居住地（診療所） 

 

※上記表の N数は医師数 

  

75%

14%

9%

25%

33%

25%

24%

27%

25%

7%

100%

12%

25%

86%

64%

50%

100%

60%

75%

63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=7）

日野第二

（N=11）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=15）

日野第三

（N=1）

平山

（N=4）

診療所合計

（N=49）

自宅と施設が近接 市内から通勤 市外から通勤



 

 

＜歯科診療所＞ 

 歯科診療所は診療所と異なり、日野第四を除けば市外からの勤務が尐ない傾

向にある。 

 

図表 3-45 常勤歯科医師の居住地（歯科診療所） 

 

※上記表の N数は医師数 
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（回答無し）



 

 

問２－５ 貴院の医師（歯科医師）や医療従事者の人数について、現在及び

将来の過不足状況を職種別に教えてください。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 医師の過不足状況については、半数以上の医療機関は「不足する見込みはな

い」と回答しているが、一方で 4分の 1程度は将来的に不足すると回答して

おり、大坂上を除き、地域による偏りはほとんどみられない。 

 看護師・准看護師・助産師は、現在は充足しているとの回答が多いものの、

日野第一を除き、将来的には不足を想定する施設が一定割合存在している。 

 看護助手は 7割程度が必要ないため配置していないとの回答であるが、一部

の診療所では現在又は将来的に不足することを懸念している回答が見られ

た。 

 その他の医療従事者については、必要ないため配置していないという回答が

8割以上となっており、また他の回答であっても充足しているという回答が

多い。 

  



 

 

図表 3-46 医師の過不足状況（診療所） 

 

図表 3-47 看護師・准看護師・助産師の過不足状況（診療所） 
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現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

（回答無し）
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（回答無し）



 

 

図表 3-48 看護助手の過不足状況（診療所） 

  

図表 3-49 薬剤師の過不足状況（診療所） 
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図表 3-50 歯科衛生士の過不足状況（診療所） 

  
 

図表 3-51 リハ職の過不足状況（診療所） 
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（N=0）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=29）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）

18%

7%

9%

4%

50%

4%

100%

100%

100%

50%

100%

73%

100%

85%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=5）

日野第四

（N=2）

七生

（N=2）

三沢

（N=11）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

診療所合計

（N=27）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）



 

 

図表 3-52 医療ソーシャルワーカーの過不足状況（診療所） 

  

 

図表 3-53 介護職の過不足状況（診療所） 

  

18%

7%

25%

4%

100%

75%

100%

100%

100%

82%

100%

89%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=5）

日野第四

（N=1）

七生

（N=2）

三沢

（N=11）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

診療所合計

（N=27）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）

50%

18%

11%

100%

100%

100%

50%

100%

82%

100%

89%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=5）

日野第四

（N=2）

七生

（N=2）

三沢

（N=11）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

診療所合計

（N=27）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）



 

 

図表 3-54 ケアマネジャーの過不足状況（診療所） 

  

  

50%

18%

11%

20%

4%

100%

100%

80%

50%

100%

82%

100%

85%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=5）

日野第四

（N=2）

七生

（N=2）

三沢

（N=11）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

診療所合計

（N=27）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 歯科医師について、現時点で不足しているとの回答が多いのは、日野第二の

みであり、将来的に不足するとの回答が見られるのも七生及び三沢のみとな

っている。 

 歯科衛生士について、将来的に不足するという回答が半数近くを占めており、

また現在不足していると感じている回答も半数近くあり、慢性的に不足して

いると想定される。 

 歯科助手について、現在は充足しているとの回答が 7割を占めているが、将

来的に不足するとの回答も 3割程度ある。 

 ケアマネジャーについて、現在充足しており将来的にも不足する見込みはな

いという回答か、必要ないため配置していないという回答のみとなっている。 

 その他の医療従事者については、必要ないため配置していないという回答の

みとなっている。 

 

図表 3-55 歯科医師の過不足状況（歯科診療所） 

 

 

100%

75%

100%

75%

80%

75%

25%

20%

10%

25%

50%

10%

50%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=3）

七生

（N=4）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=0）

歯科診療所合計

（N=20）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

（回答無し）

（回答無し）



 

 

図表 3-56 歯科衛生士の過不足状況（歯科診療所） 

 

図表 3-57 歯科助手の過不足状況（歯科診療所） 

 

33%

25%

9%

50%

50%

60%

25%

60%

100%

45%

50%

33%

20%

25%

18%

33%

50%

20%

25%

40%

27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=5）

七生

（N=4）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

歯科診療所合計

（N=22）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）

50%

60%

50%

40%

50%

43%

50%

20%

50%

25%

40%

50%

33%

20%

100%

50%

20%

19%

25%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=2）

七生

（N=4）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=21）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）



 

 

 

図表 3-58 ケアマネジャーの過不足状況（歯科診療所） 

  

  

33%

8%

100%

100%

100%

100%

67%

100%

92%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=1）

日野第一

（N=2）

日野第二

（N=0）

日野第四

（N=2）

七生

（N=4）

三沢

（N=3）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

歯科診療所合計

（N=13）

現在も充足しており、将来的にも不足する見込みはない

現在は充足しているが、将来的には不足する見込みである

現在は不足しているが、将来的には解消する見込みである

現在も不足しており、将来的にも解消する見込みはない

必要ないため、配置していない（する見込みがない）

（回答無し）

（回答無し）



 

 

3.4 患者数等の状況について 

 

問３－１ 貴院の直近 1年間の外来患者の総数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

＜診療所＞ 

 1万人以上を診ている診療所が半数を占めているが、日野第二や三沢などは

5千人未満の診療所が 3割程度を占めており、小さな規模の診療所が多い地

区と見受けられる。 

 

図表 3-59 直近 1年間の外来患者数（診療所） 

  

 

  

20%

11%

7%

8%

7%

3%

22%

21%

100%

18%

33%

50%

50%

7%

18%

40%

22%

50%

29%

24%

50%

20%

50%

11%

50%

20%

11%

29%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=4）

七生

（N=2）

三沢

（N=14）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=38）

1,000人以下 1,000~2,499人 2,500~4,999人 5,000～9,999人

10,000～14,999人 15,000~19,999人 20,000人以上

（回答無し）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 日野第二、日野第四、三沢では 5千人以上を診ている歯科診療所が半数以上

を占めているが、大阪上、日野第一では全ての歯科診療所が 2,500人未満で

あり、地域間で差が見られる。 

 

図表 3-60 直近 1年間の外来患者数（歯科診療所） 

  

 

  

100%

20%

15%

100%

50%

25%

25%

20%

30%

75%

100%

20%

50%

75%

60%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=2）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=4）

七生

（N=4）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

歯科診療所合計

（N=20）

1,000人以下 1,000~2,499人 2,500~4,999人 5,000～9,999人

10,000～14,999人 15,000~19,999人 20,000人以上

（回答無し）



 

 

問３－２ 貴院の外来患者に占める高齢者の割合を教えてください。 

（１つに○） 

 

 診療所について、全市的に見ると、高齢者が半数以上を占めていると回答し

た施設は約 7割となっている。ほとんどの地域で半数以上の診療所が高齢者

が半数以上を占めていると回答しているものの、地域差が大きく、最多の七

生では全ての診療所、最尐の日野第四では診療所の 25%となっている。 

 歯科診療所について、全市的に見ると、高齢者が半数以上を占めていると回

答した施設は約 6割となっている。診療所ほどの地域差はないが、高齢者が

半数以上を占める歯科診療所は、最多の平山で 100%、最尐の大坂上で 33%

となっている。 

 

図表 3-61 外来患者に占める高齢者の割合（診療所） 

 

 

  

25%

10%

25%

7%

25%

20%

10%

50%

21%

33%

21%

50%

40%

30%

25%

67%

64%

33%

47%

40%

50%

33%

7%

33%

23%

7%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=14）

日野第三

（N=0）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=43）

ほとんどいない ２～３割 半数 7~8割 ほとんどすべて

（回答無し）



 

 

図表 3-62 外来患者に占める高齢者の割合（歯科診療所） 

 

 

問３－３ 貴院の直近 1年間の入院患者の総数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

 今回の調査では入院を受け入れている診療所（歯科診療所）の回答はなかっ

た。 

 

問３－４ 貴院の入院患者に占める高齢者の割合を教えてください。 

（１つに○） 

 

 今回の調査では入院を受け入れている診療所（歯科診療所）の回答はなかっ

た。 

  

67%

20%

50%

40%

33%

60%

40%

33%

60%

50%

40%

33%

40%

100%

48%

20%

20%

33%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=5）

七生

（N=3）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=25）

ほとんどいない ２～３割 半数 7~8割 ほとんどすべて

（回答無し）



 

 

問３－５ 貴院での 5年前と比較した患者数の動向（実績）を教えてくださ

い。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 全市的に見ると、「増えている」、「どちらかというと増えている」とする回

答が、「減っている」、「どちらかというと減っている」とする回答をやや上

回っている。 

 中学校区別に見ると、大坂上、平山、日野第一では「これまでと変わらない」

とする回答が多く、日野第二、日野第四、七生、三沢では「増えている」や

「どちらかというと増えている」とする回答が多くなっている。 

 

＜歯科診療所＞ 

 全市的に見ると、「減っている」、「どちらかというと減っている」とする回

答が約 6割となっている。 

 中学校区別に見ると、平山、大坂上、七生、日野第四、日野第一で「減って

いる」や「どちらかというと減っている」とする回答が多く、日野第二と三

沢では、「増えている」や「どちらかというと増えている」と「減っている」

や「どちらかというと減っている」が同程度となっている。 

図表 3-63 5年前と比較した患者数の動向（診療所） 

 

56%

33%

50%

31%

28%

33%

15%

33%

10%

75%

40%

22%

15%

67%

28%

25%

20%

22%

50%

15%

18%

40%

33%

23%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=3）

七生

（N=2）

三沢

（N=13）

日野第三

（N=0）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=39）

増えている どちらかというと増えている これまでと変わらない

どちらかというと減っている 減っている

（回答無し）



 

 

図表 3-64 5年前と比較した患者数の動向（歯科診療所） 

 

 

 

 

 

 

  

20%

50%

17%

13%

33%

33%

13%

20%

50%

25%

13%

50%

20%

67%

25%

33%

29%

50%

40%

50%

17%

100%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=3）

七生

（N=4）

三沢

（N=6）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=24）

増えている どちらかというと増えている これまでと変わらない

どちらかというと減っている 減っている

（回答無し）



 

 

問３－６ 貴院での 5年後の患者数の動向（見込み）を教えてください。 

（１つに○） 

 

 診療所においては、「減ると思う」、「どちらかといえば減ると思う」とする

回答が約 4 割となっており、「増えると思う」、「どちらかといえば増えると

思う」を上回っている。特に大坂上、七生、三沢、平山において、減尐寄り

の予測が半数程度となっている。 

 歯科診療所においては、「減ると思う」、「どちらかといえば減ると思う」と

する回答が約 6割となっている。増加寄りの予測は、日野第一、三沢でのみ

見られる。 

 

図表 3-65 5年後の患者数の見込み（診療所） 

  

 

 

25%

7%

33%

7%

20%

33%

50%

13%

17%

50%

40%

33%

50%

13%

26%

50%

20%

22%

25%

50%

27%

33%

29%

11%

27%

33%

14%

20%

13%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=4）

七生

（N=2）

三沢

（N=15）

日野第三

（N=0）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=42）

増えると思う どちらかというと増えると思う これまでと変わらないと思う

どちらかというと減ると思う 減ると思う 分からない

（回答無し）



 

 

図表 3-66 5年後の患者数の見込み（歯科診療所） 

  

 

  

20%

4%

17%

4%

50%

50%

50%

21%

50%

60%

67%

25%

17%

33%

50%

20%

75%

17%

50%

29%

50%

33%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=3）

七生

（N=4）

三沢

（N=6）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=24）

増えると思う どちらかというと増えると思う これまでと変わらないと思う

どちらかというと減ると思う 減ると思う 分からない

（回答無し）



 

 

3.5 他の医療機関との連携状況について 

 

問４－１ 貴院から他の診療所に患者を紹介する頻度を教えてください。 

（１つに○） 

 

 診療所では、「頻繁に紹介する」、「時々紹介する」という回答で 9 割程度を

占めている一方で、日野第一及び日野第二では、「紹介することはあまりな

い」、「紹介することはほとんどない」という回答が一定割合見られる。 

 歯科診療所では、「時々紹介する」という回答が 8 割以上を占めているが、

わずかではあるものの日野第一、日野第四及び三沢で「紹介することはあま

りない」、「紹介することはほとんどない」という回答もある。 

 

図表 3-67 他医療機関に患者を紹介する頻度（診療所） 

 

 

 

 

 

 

20%

30%

50%

33%

20%

23%

100%

40%

40%

50%

67%

73%

100%

64%

20%

5%

40%

10%

7%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=4）

七生

（N=15）

三沢

（N=3）

日野第三

（N=0）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=44）

頻繁に紹介する 時々紹介する 紹介することはあまりない 紹介することはほとんどない

（回答無し）



 

 

図表 3-68 他診療所に患者を紹介する頻度（歯科診療所） 

 

 

 

 

  

100%

80%

100%

80%

100%

67%

100%

85%

17%

4%

20%

20%

17%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=5）

七生

（N=4）

三沢

（N=6）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=27）

頻繁に紹介する 時々紹介する 紹介することはあまりない 紹介することはほとんどない

（回答無し）



 

 

問４－２ どの診療科に紹介することが多いですか。（上位 3つに○） 

 

 診療所では、内科への紹介が最も多く（81%）、次いで外科、脳神経外科（そ

れぞれ 33%）が多くなっている。 

 歯科診療所では、紹介の大半は歯科（91%）であるが、その他（23%）や内

科（9%）耳鼻咽喉科（5%）にも紹介している。 

 

図表 3-69 患者を紹介することが多い診療科（診療所） 
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整形外科

脳神経外科

皮膚科
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精神科
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その他

（N=36）



 

 

図表 3-70 患者を紹介することが多い診療科（歯科診療所） 
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91%

23%
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内科

外科

整形外科

脳神経外科

皮膚科

泌尿器科

耳鼻咽喉科

眼科

小児科

産婦人科

精神科

歯科

その他 （N=26）



 

 

問４－３ 患者をよく紹介する病院を教えてください。（上位 3つに○） 

 

＜診療所＞ 

 日野市立病院は回答のあった全ての地域のほぼ全ての診療所（95%）から紹

介されている。 

 市内の病院では、次いで花輪病院（18%）、康明会病院（8%）に紹介されて

おり、他の病院を挙げた回答はない。 

 市外の病院への紹介も、回答のあった全ての地域で見られているが、地域差

が大きく、特に市外の病院に紹介しているのは、大坂上（100%）、三沢（90%）

となっている。 

 市外の病院では多摩南部地域病院への紹介が最も多くなっており、特に三沢

地域からの紹介が多い。2番目に多いのは東海大学医学部付属八王子病院で

あり、七生、日野第三を除く地域から同程度紹介されている。また、市外の

病院に紹介する場合の診療科については、三沢地域から内科の紹介が最も多

くなっている。 



 

 

図表 3-71 患者の紹介先（診療所） 

 

※市内病院のうち、患者の紹介先として挙げられていなかった病院は記載を 

省略している。 

100%

0%

25%

100%

100%

25%

0%

75%

90%

20%

40%

50%

100%

0%

0%

75%

100%

0%

33%

67%

90%
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67%
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日野市立病院

康明会病院

花輪病院

市外の病院

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=10）

日野第三

（N=0）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=38）



 

 

図表 3-72 患者の市外への紹介先（診療所） 
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（施設）



 

 

図表 3-73 患者を市外に紹介する診療科 
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（N=4)
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（N=2)
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（施設）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 日野第三を除く全ての地域で日野市立病院に多く紹介（88%）されている。 

 日野市立病院以外の市内の病院には患者を紹介されておらず、市外の病院に

紹介されている。 

 市外の病院への紹介は地域差が大きく、日野第四が最も多く（100%）、次い

で七生、日野第一（それぞれ 75%）が多くなっている。 

 市外への病院では、東海大学医学部付属八王子病院への紹介が特に多くなっ

ており、回答の無かった日野第三を除く全ての地域の歯科診療所から紹介さ

れている。紹介する診療科は全て歯科系であった。 

 

図表 3-74 患者の紹介先（歯科診療所） 

 

※市内病院のうち、患者の紹介先として挙げられていなかった病院は記載を 

省略している。 
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（N=5）
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（N=4）

三沢

（N=6）

日野第三
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平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=26）



 

 

図表 3-75 患者の市外への紹介先（歯科診療所） 

 

※患者の紹介先として挙げられていた市外医療機関のうち、クリニックに 

関しては記載を省略している。 
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大坂上

（N=2)

日野第一

（N=4)

日野第二

（N=1)
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（N=5)

七生

（N=3)

三沢

（N=1)

日野第三

（N=0)
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（N=1)

（施設）



 

 

問４－４ 退院時における病院からの連携（逆紹介）がどの程度なされてい

るか教えてください。（１つに○） 

 

＜診療所と日野市立病院＞ 

 日野市立病院へ紹介した患者はいずれの地域でも逆紹介を受けている診療

所が多く（71%）、紹介していない患者についても逆紹介を受けている診療

所が他病院と比較して多い（18%）。 

 中学校区別にみると、自院からの紹介の有無にかかわらず「逆紹介を受けて

いる」との回答が日野第三、平山、三沢、大坂上（それぞれ 100%）で高い

一方、日野第一、七生では「日ごろ連携することはない」との回答が 33%

と高くなっている。 

 

＜診療所と康明会病院＞ 

 康明会病院は限られた地域で連携されており、「逆紹介を受けている」との

回答が平山（100%）や日野第二（50%）で多い。 

 

＜診療所と花輪病院＞ 

 花輪病院から「逆紹介を受けている」診療所は半数程度と比較的多いものの、

地域に偏りがある。 

 自院からの紹介の有無にかかわらず「逆紹介を受けている」との回答が日野

第三（100%）や三沢（80%）と多い一方で、日野第一や日野第四では「日

ごろ連携することはない」との回答が多い（それぞれ 100%）。 

 

＜診療所と七生病院＞ 

 七生病院とは日野第二、日野第四、三沢と限られた地域でのみ「逆紹介を受

けている」との回答がある。 

 一方で、日野第二では僅かではあるが「紹介した患者の退院を連携されない

ことが多い」との回答もある。 

 

＜診療所とその他の市内の病院＞ 

 回心堂第二病院、グレイス病院、多摩平の森の病院は、「日ごろ連携するこ

とはない」との回答が 9割を超えている。 

 療養型の病院ではその役割から考えると、逆紹介をすることが尐ない傾向に

あると想定される。 

  



 

 

＜診療所と市外の病院＞ 

 前問において、患者を良く紹介する市外の病院として最も多く挙げられてい

た東海大学医学部付属八王子病院に関しては、回答のあった地域のうち、日

野第四を除く地域では「逆紹介を受けている」との回答が 90%を超えてい

る。 

 

図表 3-76 退院時における逆紹介の状況（日野市立病院から診療所） 
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88%
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50%
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25%

13%

18%

33%

11%

25%

33%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（N=4）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=8）

日野第三

（N=1）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=34）

自院から紹介した患者の退院時にはおおむね逆紹介を受けている

自院から紹介した患者の退院を連携（逆紹介）されないことが多い

自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない



 

 

図表 3-77 退院時における逆紹介の状況（康明会病院から診療所） 

 

図表 3-78 退院時における逆紹介の状況（花輪病院から診療所） 
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（N=1）

診療所合計
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自院から紹介した患者の退院時にはおおむね逆紹介を受けている

自院から紹介した患者の退院を連携（逆紹介）されないことが多い

自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない

（回答無し）
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平山
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診療所合計

（N=25）

自院から紹介した患者の退院時にはおおむね逆紹介を受けている

自院から紹介した患者の退院を連携（逆紹介）されないことが多い

自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない



 

 

図表 3-79 退院時における逆紹介の状況（七生病院から診療所） 

 

 

図表 3-80 退院時における逆紹介の状況（回心堂第二病院から診療所） 
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自院から紹介した患者の退院を連携（逆紹介）されないことが多い

自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない

（回答無し）
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自院から紹介した患者の退院時にはおおむね逆紹介を受けている

自院から紹介した患者の退院を連携（逆紹介）されないことが多い

自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない

（回答無し）



 

 

図表 3-81 退院時における逆紹介の状況（グレイス病院から診療所） 

 

 

図表 3-82 退院時における逆紹介の状況（多摩平の森の病院から診療所） 
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自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない

（回答無し）



 

 

図表 3-83 退院時における逆紹介の状況 

（東海大学医学部付属八王子病院から診療所） 
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（回答無し）



 

 

＜歯科診療所と日野市立病院＞ 

 日野市立病院へ紹介した患者はいずれの地域でも逆紹介を受けている診療

所が多く（71%）、紹介していない患者についても逆紹介を受けている診療

所が他病院と比較して多い（13%）。 

 中学校区別にみると、自院からの紹介の有無にかかわらず「逆紹介を受けて

いる」との回答が大坂上、日野第二、七生、平山（それぞれ 100%）で高い

一方、日野第一では「日ごろ連携することはない」との回答が 67%と高く

なっている。 

 

＜歯科診療所とその他の病院＞ 

 日野市立病院以外の市内の病院とは、「日ごろ連携することはない」との回

答のみであった。 

 日野市立病院以外の病院に歯科がないことが影響していると考えられる。 

 

＜歯科診療所と市外の病院＞ 

 前問において、患者を良く紹介する市外の病院として最も多く挙げられてい

た東海大学医学部付属八王子病院に関しては、回答のあった地域のうち、日

野第四を除く地域では全ての歯科診療所が「逆紹介を受けている」と答えて

いた。日野第四においては、「逆紹介を受けている」という回答が 67%、「日

ごろ連携することはない」という回答が 33%であった。 

  



 

 

図表 3-84 退院時における逆紹介の状況（日野市立病院から歯科診療所） 

 

図表 3-85 退院時における逆紹介の状況 

（東海大学医学部付属八王子病院から歯科診療所） 

 

100%

33%

100%

40%

100%

67%

100%

71%

40%

17%

13%

67%

20%

17%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=5）

七生

（N=4）

三沢

（N=6）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=24）

自院から紹介した患者の退院時にはおおむね逆紹介を受けている

自院から紹介した患者の退院を連携（逆紹介）されないことが多い

自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない

（回答無し）

100%

100%

67%

100%

100%

89%

33%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=1）

日野第一

（N=0）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=3）

七生

（N=3）

三沢

（N=1）

日野第三

（N=0）

平山

（N=0）

診療所合計

（N=9）

自院から紹介した患者の退院時にはおおむね逆紹介を受けている

自院から紹介した患者の退院を連携（逆紹介）されないことが多い

自院から紹介していない患者でも、逆紹介を受けている

特に日ごろ連携する（逆紹介を受ける）ことはない

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）



 

 

問４－５ 貴院に紹介されてくる患者の紹介元の割合について教えてくださ

い。（数字を記入） 

 

＜診療所＞ 

 市域全体として「病院」との回答が多く、中学校区別に比較すると、「病院」

との回答が特に多く大半を占めるのは、日野第三（91%）、日野第一（76%）、

大坂上（75%）である。 

 「患者本人及び家族」との回答が多いのは、平山（63%）、日野第四（47%）

である。 

 「病院」と「患者本人及び家族」との回答が同程度で多いのは、日野第二（50%、

36%）、三沢（41%、37%）である。 

 「地域包括支援センター」や「ケアマネジャー」との回答が多いのは七生

（17%、20%）である。 

 

＜歯科診療所＞ 

 市域全体として「患者本人及び家族」との回答が多く、中学校区別に比較す

ると、「患者本人及び家族」との回答が特に多く大半を占めるのは、七生

（100%）日野第四（98%）、日野第二（97%）である。 

 「患者本人及び家族」が半数程度を占めるものの「病院」との回答も多いの

は、日野第一（42%、37%）、三沢（68%、28%）、大坂上（55%、15%）で

ある。 

 「病院」との回答が多いのは、平山（100%）である。 

 

  



 

 

図表 3-86 患者の紹介元（診療所） 

 

※上記表は各診療所の回答の合計が 10割となるよう修正後集計 

 

図表 3-87 患者の紹介元（歯科診療所） 

 

※上記表は各診療所の回答の合計が 10割となるよう修正後集計 

75%

76%

50%

53%

40%

41%

91%

33%

52%

3%

17%

1%

2%

3%

8%

20%

1%

4%

23%

19%

36%

47%

23%

37%

9%

63%

34%

5%

3%

20%

3%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=3）

七生

（N=3）

三沢

（N=11）

日野第三

（N=1）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=38）

病院 地域包括支援センター ケアマネージャー 患者本人及び家族 その他

15%

37%

1%

2%

28%

0%

100%

21%

1%

1%

0%

0%

1%

4%

0%

1%

55%

42%

97%

98%

100%

68%

0%

70%

30%

22%

0%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=5）

七生

（N=1）

三沢

（N=4）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

歯科診療所合計

（N=17）

病院 地域包括支援センター ケアマネージャー 患者本人及び家族 その他



 

 

3.6 在宅療養の取組み状況 

 

問５－１ 5 年前と比較して在宅療養のニーズをどのようにとらえています

か。（１つに○） 

 

 診療所、歯科診療所ともに「増えている」「どちらかというと増えている」

の回答がほぼ半数を占めており、「どちらかというと減っている」「減ってい

る」という回答は 1割未満となっている。 

 診療所に関しては、いずれの地域においても「増えている」「どちらかとい

うと増えている」の回答が半数以上を占めている。 

 歯科診療所に関しては、日野第二、日野第四では「増えている」「どちらか

というと増えている」の回答が半数以上を占めているが、日野第一、三沢で

は「これまでと変わらない」の回答が半数以上を占めている。また、七生で

は「どちらかというと増えている」「これまでと変わらない」「減っている」

が 33%ずつ、平山では「どちらかというと増えている」「これまでと変わら

ない」が 50%ずつとなっている。 

 

図表 3-88 在宅療養のニーズの認識（診療所） 

 

25%

50%

33%

50%

33%

21%

0%

29%

25%

33%

50%

33%

29%

0%

50%

29%

50%

50%

22%

33%

43%

0%

50%

37%

11%

0%

3%

7%

0%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=2）

七生

（N=3）

三沢

（N=14）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=38）

増えている どちらかというと増えている これまでと変わらない

どちらかというと減っている 減っている

（回答無し）



 

 

図表 3-89 在宅療養のニーズの認識（歯科診療所） 

 

 

  

33%

100%

20%

20%

0%

23%

40%

33%

20%

0%

50%

23%

100%

67%

40%

33%

60%

0%

50%

50%

0%

33%

0%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=3）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=5）

七生

（N=3）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=22）

増えている どちらかというと増えている これまでと変わらない

どちらかというと減っている 減っている

（回答無し）



 

 

問５－２ 貴院の在宅療養への取組みについて教えてください。（１つに○） 

 

＜診療所の考え方＞ 

 市全体として、「推進すべき」という回答が 4割程度あるものの、「分からな

い」という回答も 4割程度ある。 

 中学校区別にみると、「推進すべき」との回答が多いのは、七生（100%）、

日野第一（75%）、平山（50%）であり、「分からない」との回答が多いのは、

大坂上（75%）、日野第四（67%）、三沢（60%）である。 

 一方で、推進すべきでないという回答も、日野第四では 3割程度、日野第一

や日野第二では 2割程度あり、地域で差が見られる。 

 

図表 3-90 在宅療養への考え方（診療所） 

 

 

  

25%

75%

30%

100%

33%

50%

38%

25%

20%

33%

7%

12%

20%

100%

50%

10%

75%

30%

67%

60%

40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=3）

七生

（N=3）

三沢

（N=15）

日野第三

（N=1）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=42）

推進すべき 推進すべきでない その他 分からない



 

 

＜診療所の取組み＞ 

 外来専門が大半を占めるが、日野第一や平山などは在宅と両立するとの回答

が半数となっており、地域差が見られる。 

 

図表 3-91 在宅療養の取組み（診療所） 

 

 

 

  

10%

2%

33%

50%

30%

13%

50%

21%

67%

50%

60%

100%

100%

87%

100%

50%

76%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=15）

日野第三

（N=1）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=42）

在宅専門 外来・在宅の両立 外来専門



 

 

＜歯科診療所の考え方＞ 

 市全体として、「推進すべき」という回答が 4割程度あるものの、「分からな

い」という回答も 4割程度ある。 

 中学校区別にみると、「推進すべき」との回答が多いのは、日野第二（100%）、

日野第一（60%）、平山（50%）であり、「分からない」との回答が多いのは、

大坂上（67%）、日野第四（60%）、平山（50%）である。 

 一方で、大坂上や三沢では推進すべきでないという回答も 2割程度あり、地

域で差が見られる。 

 

図表 3-92 在宅療養への考え方（歯科診療所） 

 

  

60%

100%

40%

33%

40%
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20%
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67%

40%
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33%
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44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（N=3）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=5）

七生

（N=3）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=25）

推進すべき 推進すべきでない その他 分からない

（回答無し）



 

 

＜歯科診療所の取組み＞ 

 外来専門が半数以上を占めており、特に大阪上と七生では回答のあった歯科

診療所全てが外来専門である。 

 

図表 3-93 在宅療養の取組み（歯科診療所） 
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40%

50%

40%

40%
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50%

32%

100%

60%

50%

60%

100%

60%

0%

50%

68%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（N=3）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=5）

七生

（N=3）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=25）

在宅専門 外来・在宅の両立 外来専門

（回答無し）



 

 

問５－３ 在宅療養を希望する患者が発生した場合、どのように対応してい

ますか。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 他院を紹介するという回答が多いが、日野第一や平山では「自院で対応して

いる」「他院と連携して対応している」が半数となっており、地域差が見ら

れる。 

 「これまでそのような患者はいない」との回答も 2割程度ある。 

 

図表 3-94 在宅療養を希望する患者への対応（診療所） 

 

 

  

25%

25%

20%

33%

7%

14%

25%

10%

14%

50%

12%

75%

25%

50%

25%

33%

50%
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45%

25%

33%

7%

7%

25%

20%

50%

21%

100%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=14）

日野第三

（N=1）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=42）

自院で対応している 他院と連携して対応している

他院を紹介している いずれの対応も実施していない

これまでそのような患者はいない



 

 

＜歯科診療所＞ 

 自院で対応するという回答が半数を占めているが、大坂上では他院を紹介し

ている割合が高い。 

 「これまでそのような患者はいない」との回答が 3割程度ある。 

 

図表 3-95 在宅療養を希望する患者への対応（歯科診療所） 

 

 

  

40%

100%

40%

33%

60%

50%

42%

33%

50%

8%

67%

20%

13%

20%

33%

8%

33%

40%

60%

20%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=5）

七生

（N=3）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=24）

自院で対応している 他院と連携して対応している

他院を紹介している いずれの対応も実施していない

これまでそのような患者はいない

（回答無し）



 

 

問５－４ 在宅療養支援（歯科）診療所の届出状況を教えてください。 

（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 大坂上、日野第四及び日野第三で在宅療養支援診療所がない他は、概ね 2割

前後の割合で届け出ており、特に平山は回答した診療所の半数が届け出てい

る。 

 

図表 3-96 在宅療養支援診療所への届出状況（診療所） 

 

 

  

25%

22%

33%

14%

50%

18%

100%

75%

78%

100%

67%

86%

100%

50%

83%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=9）

日野第四

（N=3）

七生

（N=3）

三沢

（N=14）

日野第三

（N=1）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=40）

届出済み 今後届出予定 届け出ていない



 

 

＜歯科診療所＞ 

 日野第一及び平山で在宅療養支援診療所がない他は、概ね 2割前後の割合で

届け出ており、七生については 33%が今後届出予定となっている。 

 日野第二については、回答のあった 1施設は届け出ている。 

 

図表 3-97 在宅療養支援歯科診療所への届出状況（歯科診療所） 

 

 

  

33%

100%

25%

33%

22%

33%

4%

67%

100%

75%

67%

67%

100%

74%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=6）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=23）

届出済み 今後届出予定 届け出ていない

（回答無し）



 

 

問５－５ 貴院は機能強化型在宅療養支援診療所ですか。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 半数の在宅療養支援診療所が機能強化型の指定となっている。 

 機能強化型であり複数の施設で連携している診療所に関しては、連携先とし

ては、花輪病院、日野市立病院、もぐさの森ふれあいクリニック、あきしま

相互病院、健生会診療所が挙げられており、連携内容としてはベッドの連携

や緊急対応が挙げられていた。 

 

図表 3-98 在宅療養支援診療所のうち機能強化型在宅療養支援診療所の数 
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大坂上 日野第一 日野第二 日野第四 七生 三沢 日野第三 平山 診療所

機能強化型ではない 機能強化型である

（施設）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）



 

 

問５－６ 在宅療養支援（歯科）診療所を届け出ていない理由を教えてくだ

さい。（３つまで○） 

 

＜診療所＞ 

 24 時間対応への課題や届出の必要性メリットを感じていないことが多く挙

げられている一方で、七生や大坂上は制度を知らないために、検討したこと

がないとの回答が多い。 

 

図表 3-99 在宅療養支援診療所を届け出ない理由（診療所） 
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59%

48%

21%

17%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

制度をよく知らず、届出を検討したことがない

制度をよく知らず、届出をしたいが手続き等がわ

からない

制度は承知しているが、届出に必要性やメリット

を感じていない

24時間連絡を受ける体制が常時確保できるとは

限らない

24時間往診可能な体制が常時確保できるとは限

らない

24時間訪問看護可能な体制が常時確保できると

は限らない

緊急時に連携する医療機関等において入院でき

る病床が確保できない

連携する医療機関、訪問看護ステーションに適切

に患者情報を提供できない

大坂上

（N=3）

日野第一

（N=2）

日野第二

（N=7）

日野第四

（N=3）

七生

（N=1）

三沢

（N=12）

日野第三

（N=0）

平山

（N=1）

診療所合計

（N=29）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 制度を知らないために届出を検討したことがないとの回答が診療所よりも

多い。 

 

図表 3-100 在宅療養支援歯科診療所を届け出ない理由（歯科診療所） 
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制度をよく知らず、届出を検討したことがない

制度をよく知らず、届出をしたいが手続き等がわ

からない

制度は承知しているが、届出に必要性やメリット

を感じていない

24時間連絡を受ける体制が常時確保できるとは

限らない

24時間往診可能な体制が常時確保できるとは限

らない

24時間訪問看護可能な体制が常時確保できると

は限らない

緊急時に連携する医療機関等において入院でき

る病床が確保できない

連携する医療機関、訪問看護ステーションに適切

に患者情報を提供できない

大坂上

（N=2）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=0）

日野第四

（N=2）
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（N=2）

三沢

（N=4）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=16）



 

 

問５－７ 居宅療養管理指導を算定されていますか。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 算定したことがないとの回答が大半を占めており、平山のみが算定している

との回答が多い。 

 

図表 3-101 居宅療養管理指導の算定状況（診療所） 
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（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=3）

七生

（N=3）

三沢

（N=13）

日野第三

（N=1）

平山

（N=1）

診療所合計

（N=39）

算定したことがない 算定したいが、算定方法等がわからない

算定したことがある おおむね/必ず算定している



 

 

＜歯科診療所＞ 

 算定したことがないとの回答が大半を占めており、日野第二及び平山のみが

算定しているとの回答が多い。 

 

図表 3-102 居宅療養管理指導の算定状況（歯科診療所） 

 

  

100%
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50%
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17%

50%
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33%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（N=3）
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日野第二
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三沢

（N=6）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=25）

算定したことがない 算定したいが、算定方法等がわからない

算定したことがある おおむね/必ず算定している

（回答無し）



 

 

3.7 訪問診療の取組み状況 

 

問６－１ 貴院では訪問診療を実施していますか。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 市全体として、訪問診療を実施している診療所は 3割程度である。 

 中学校区別にみると、「実施している」との回答が多いのは平山（67%）、日

野第二（40%）である。 

 一方で、大坂上、日野第四、七生、日野第三は、回答した診療所の全てが「実

施していない」との回答であった。 

 

図表 3-103 訪問診療の実施状況（診療所） 

 

 

 

  

20%

40%

33%

67%

27%

100%

80%

60%

100%

100%

67%

100%

33%

73%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=5）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=4）

七生

（N=3）

三沢

（N=15）

日野第三

（N=1）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=45）

実施している 今後実施予定 実施していない



 

 

＜歯科診療所＞ 

 市全体として、訪問診療を実施している又は今後実施予定の診療所は 4割程

度である。 

 中学校区別にみると、「実施している」との回答が多いのは三沢（67%）、日

野第二（50%）、平山（50%）である。 

 今後実施予定も含めれば、大坂上以外は訪問診療を実施している歯科診療所

があり、診療所と比較して地域差が小さい。 

 

図表 3-104 訪問診療の実施状況（歯科診療所） 
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日野第三
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（N=2）

歯科診療所合計

（N=26）

実施している 今後実施予定 実施していない

（回答無し）



 

 

問６－２ 訪問時のスタッフの体制を教えて下さい。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 医師のみで訪問している診療所と、看護師等と連携をとり実施している診療

所が半数ずつとなっている。 

 

図表 3-105 訪問診療時のスタッフの体制（診療所） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（N=0）

七生

（N=0）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=12）

医師のみ 医師+看護師 医師＋看護師+専門職 医師+事務 その他

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 医師のみで訪問している例が半数となっている。3割程度は「その他」とし

て歯科衛生士と連携して実施していると回答していた。 

 

図表 3-106 訪問診療時のスタッフの体制（歯科診療所） 
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（N=9）

医師のみ 医師+看護師 医師＋看護師+専門職 医師+事務 その他

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）



 

 

問６－３ 貴院の訪問診療の受持ち患者数、施設数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

＜診療所＞ 

 自宅訪問の受持ち患者数については、一部の診療所において 50名以上、100

名以上となっているが、多くは 25人未満となっている。 

 施設訪問の受持ち患者数については、多くは 25 人以上となっている。受持

ち施設数については、多くは 5施設未満となっている。 

 

図表 3-107 1か月当たりの自宅訪問診療の受持ち患者数（診療所） 
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（施設）

（
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答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）



 

 

図表 3-108 1か月当たりの施設訪問診療の受持ち患者数（診療所） 

 

 

 

図表 3-109 1か月当たりの施設訪問診療の受持ち施設数（診療所） 
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1施設 2施設 3施設 4施設 5施設以上

（施設）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 自宅訪問の受持ち患者数については、いずれの歯科診療所においても 10 人

以下となっている。 

 施設訪問については、実施している歯科診療所は 2か所のみであり、いずれ

も患者数 25人以下、施設数 3施設以下となっている。 

 

図表 3-110 1か月当たりの自宅訪問診療の受持ち患者数（歯科診療所） 
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図表 3-111 1 か月当たりの施設訪問診療の受持ち患者数（歯科診療所） 

 

 

図表 3-112 1か月あたりの施設訪問診療の受持ち施設数（歯科診療所） 
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し
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（
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無
し
）



 

 

問６－４ 今後需要があれば、貴院での訪問診療を拡大することは可能です

か。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 市全体としては、「既に余力がなくスタッフ増員も困難であり拡大できない」

との回答が半数を占めている。 

 中学校区別にみると、「スタッフを増員して積極的に拡大したい」との回答

があるのが、日野第一（100%）、日野第二（25%）であり、「現在のスタッ

フ数や訪問可能エリア等の条件の範囲内で拡大したい」との回答があるのが、

三沢（40%）日野第二（25%）である。 

 

図表 3-113 訪問診療を拡大することへの意向（診療所） 
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17%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=0）

日野第一

（N=1）

日野第二

（N=4）

日野第四

（N=0）

七生

（N=0）

三沢

（N=5）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=12）

スタッフを増員して積極的に拡大したい

現在のスタッフ数や訪問可能エリア等の条件の範囲内で拡大したい

既に余力がなくスタッフ増員も困難であり拡大できない

需要があったとしても、経営方針上訪問診療を拡大することはない

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 市全体として、「現在のスタッフ数や訪問可能エリア等の条件の範囲内で拡

大したい」が 67%、「既に余力がなくスタッフ増員も困難であり拡大できな

い」が 33%となっており、スタッフを増員してまで積極的に行う意向のあ

る歯科診療所はなかった。 

 

図表 3-114 訪問診療を拡大することへの意向（歯科診療所） 
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現在のスタッフ数や訪問可能エリア等の条件の範囲内で拡大したい

既に余力がなくスタッフ増員も困難であり拡大できない

需要があったとしても、経営方針上訪問診療を拡大することはない

（回答無し）

（回答無し）

（回答無し）



 

 

問６－５ 貴院の患者 1人当たりの平均的な訪問回数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

＜診療所＞ 

 多くの診療所が 1か月に 2回以上訪問しているが、三沢の 1診療所と平山の

2診療所は 1か月に 1回の訪問と回答していた。 

 

図表 3-115 1か月の患者 1人当たりの平均訪問回数（診療所） 

 

 

＜歯科診療所＞ 

 多くの歯科診療所は 1か月に 2回未満の訪問である。 

 

図表 3-116 1か月の患者 1人当たりの平均訪問回数（歯科診療所） 
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問６－６ 貴院で訪問診療が提供可能な範囲を教えてください。 

（数字を記入） 

 

＜診療所＞ 

 「日野市全域」が提供可能と回答している診療所があるのは、日野第二（2

診療所）、三沢（1診療所）、平山（1診療所）である。 

 また、15km 以上と回答していた診療所があるのは日野第一（1 診療所）で

ある。 

 

図表 3-117 訪問診療が提供可能な範囲（診療所） 

 

  

1
2

1

4
1

2

3

1

1

2

1

1

4

1

4

5

2

12

0

5

10

15

大坂上 日野第一 日野第二 日野第四 七生 三沢 日野第三 平山 診療所合計

5km未満 5~10km 10~15km 15km以上 日野市全域

（施設）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 「日野市全域」が提供可能と回答している診療所があるのは、日野第一（1

診療所）、日野第二（1診療所）である。 

 また、15km以上と回答していた診療所があるのは七生（1診療所）、三沢（1

診療所）である。 

 

図表 3-118 訪問診療が提供可能な範囲（歯科診療所） 
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問６－７ 訪問診療の実施上の困難・不安、または訪問診療を実施していな

い理由を教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

＜診療所＞ 

 市全体して、「夜間や休日の対応が困難」との回答が多く（68%）、次いで「ス

タッフの確保が困難」（50%）、「容態急変時の対応が困難」（50%）との回答

が多くなっている。 

 中学校区別にみると、大坂上では「専門外の疾患の管理が困難」（100%）が

多く、日野第四では「肉体的な負担が大きい」（100%）が多く、七生では「診

察や検査の内容が限られてしまう」（100%）が多かった。 

 

図表 3-119 訪問診療実施上の困難・不安や、訪問診療を実施していない理由 

（診療所） 

1位 2位 
 

 

夜
間
や
休
日
の
対
応
が
困
難 

診
察
や
検
査
の
内
容
が
限
ら
れ
て
し
ま
う 

専
門
外
の
疾
患
の
管
理
が
困
難 

容
態
急
変
時
の
対
応
が
困
難 

肉
体
的
な
負
担
が
大
き
い 

精
神
的
な
負
担
が
大
き
い 

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
困
難 

患
者
宅
へ
の
移
動
が
困
難 

訪
問
時
に
駐
車
す
る
場
所
の
確
保
が
困
難 

他
の
関
係
者
と
の
連
携
が
困
難 

採
算
が
取
れ
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

大坂上 75% 50% 100% 25% 25% 25% 75% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

日野第一 75% 25% 0% 25% 0% 0% 50% 25% 0% 0% 50% 25% 0% 

日野第二 67% 22% 11% 56% 44% 22% 67% 0% 11% 0% 11% 11% 11% 

日野第四 67% 67% 33% 33% 100% 0% 33% 0% 0% 0% 33% 33% 0% 

七生 67% 100% 33% 67% 33% 33% 67% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 

三沢 69% 23% 46% 54% 46% 23% 31% 8% 0% 8% 8% 23% 8% 

日野第三 100% 0% 100% 100% 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

平山 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 

診療所 
合計 

68% 34% 37% 50% 42% 21% 50% 8% 8% 3% 13% 16% 5% 



 

 

＜歯科診療所＞ 

 市全体でみると「診察や検査の内容が限られてしまう」との回答が多く

（60%）、次いで「夜間や休日の対応が困難」（52%）との回答が多い。 

 診療所と同様に「夜間や休日の対応が困難」、「スタッフの確保が困難」など

の回答が多い一方で、「容態急変時の対応が困難」との回答は尐ない（20%）。 

 

 

図表 3-120 訪問診療実施上の困難・不安や、訪問診療を実施していない理由 

（歯科診療所） 

1位 2位 
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困
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検
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内
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専
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疾
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管
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困
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容
態
急
変
時
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肉
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大
き
い 

精
神
的
な
負
担
が
大
き
い 

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
困
難 

患
者
宅
へ
の
移
動
が
困
難 

訪
問
時
に
駐
車
す
る
場
所
の
確
保
が
困
難 

他
の
関
係
者
と
の
連
携
が
困
難 

採
算
が
取
れ
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

大坂上 67% 33% 67% 67% 67% 33% 67% 67% 33% 67% 33% 0% 0% 

日野第一 80% 80% 20% 20% 40% 40% 40% 20% 0% 20% 40% 40% 0% 

日野第二 100% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

日野第四 25% 75% 50% 25% 50% 50% 50% 25% 0% 0% 0% 0% 0% 

七生 75% 50% 0% 25% 50% 25% 25% 25% 25% 25% 0% 0% 0% 

三沢 17% 67% 17% 0% 50% 0% 17% 0% 33% 17% 17% 0% 0% 

日野第三 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

平山 50% 50% 0% 0% 50% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

歯科診療

所合計 
52% 60% 24% 20% 48% 24% 40% 20% 16% 20% 16% 8% 0% 

 



 

 

3.8 往診の取組み状況 

 

問７－１ 貴院では往診を実施していますか。（１つに○） 

 

 市全体として、往診を実施している診療所は 2割程度である。 

 日野第一、日野第四、七生、日野第三、平山は回答のあった診療所全てが往

診を実施していない。 

 訪問診療と同様に、往診を実施している診療所がある校区とない校区が半数

程度となっているが、訪問診療を実施していないが往診は実施している診療

所や、訪問診療は実施していているが往診は実施していない診療所が存在す

る。 

 

図表 3-121 往診の実施状況（診療所） 
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40%

24%

75%

100%

67%

100%

100%

60%

100%

100%

76%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=5）
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日野第四
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三沢
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日野第三

（N=1）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=42）

実施している 実施していない 今後実施予定



 

 

問７－２ 貴院の往診患者数を教えてください。（数字を記入） 

 

 往診の患者数は 5 人未満が半数を占めるが、10 人以上対応している診療所

も多い。 

 

図表 3-122 1か月の往診患者数（診療所） 
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問７－３ 貴院では診療時間外に患者からの急な呼び出しに対応しています

か。（１つに○） 

 

 市全体として、診療時間外に患者からの急な呼び出しに対応しているのは 2

割程度である。 

 対応していると回答した診療所のうち、24 時間 365 日対応しているのは日

野第二の 1診療所のみであり、他は限られた範囲での対応となっている。 

 

図表 3-123 診療時間外の患者からの急な呼び出しへの対応（診療所） 
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自院で夜勤の体制を組み、24時間365日の対応を実施

自院の医師（特定の医師）がオンコールで24時間365日対応している

自院の医師（輪番制）がオンコールで24時間365日対応している

他院と連携し、当番制で24時間365日の対応を実施

特定の時間帯や休日のみなど、限られた範囲で対応している

対応していない

その他



 

 

問７－４ 往診の実施上の困難・不安、または往診を実施していない理由を

教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 市全体として、「夜間や休日の対応が困難」が最も多く（74%）、次いで「診

察や検査の内容が限られてしまう」が多い（53%）。 

 訪問診療よりも往診の方が「夜間や休日の対応が困難」「診察や検査の内容

が限られてしまう」との回答が多い傾向にある。 

 

図表 3-124 往診実施上の困難・不安や、往診を実施していない理由（診療所） 

1位 2位 
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困
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困
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他
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関
係
者
と
の
連
携
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困
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採
算
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取
れ
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

大坂上 100% 100% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 

日野第一 67% 33% 0% 33% 0% 0% 33% 33% 0% 0% 33% 33% 0% 

日野第二 100% 44% 22% 56% 44% 22% 44% 11% 11% 0% 11% 11% 0% 

日野第四 33% 67% 33% 0% 67% 0% 33% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 

七生 67% 100% 33% 67% 33% 33% 33% 33% 33% 0% 0% 0% 0% 

三沢 69% 46% 54% 54% 54% 31% 54% 8% 0% 15% 15% 15% 0% 

日野第三 100% 0% 100% 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

平山 0% 100% 100% 100% 0% 0% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 

診療所 

合計 
74% 53% 38% 50% 44% 24% 47% 15% 9% 6% 15% 12% 0% 

 



 

 

3.9 看取りの取組み状況 

 

問８－１ 貴院では在宅看取りを実施していますか。（１つに○） 

 

 市全体として、在宅看取りを実施している診療所は 24%である。 

 在宅看取りを実施している診療所のある校区の方が多いものの、大坂上、日

野第四、日野第三では「実施していない」との回答のみである。 

 

図表 3-125 在宅看取りの実施状況（診療所） 
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実施している 実施していない 今後実施予定



 

 

問８－２ 貴院での直近 1年間の在宅看取り件数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

 日野第一の診療所の在宅看取りの件数が 50件を超えている以外は、概ね 10

件程度となっている。 

 

図表 3-126 1年間の在宅看取り件数（診療所） 
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問８－３ 5年前と比較した在宅看取り希望件数の傾向を教えてください。 

（１つに○） 

 

 市全体として、「これまでと変わらない」という回答が最も多い。 

 中学校区別にみると、「増えている」、「どちらかというと増えている」との

回答があったのは、平山（100%）、日野第二（43%）、三沢（33%）のみで

あり、「どちらかというと減っている」、「減っている」との回答があったの

は、日野第二（14%）のみである。 

 

 

図表 3-127 在宅看取り件数の傾向（診療所） 
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（回答無し）



 

 

問８－４ 貴院での在宅看取りに関する対応方針を教えてください。 

（１つに○） 

 

 市全体として、「本人や家族の明確な希望があれば対応している」という回

答が最も多い。 

 中学校区別にみると、「積極的に推奨している」との回答が多かったのは、

日野第四（100%）、日野第一（50%）、である。 

 一方で、「在宅等での看取りには反対である」との回答があったのは、日野

第二（20%）のみである。 

 

図表 3-128 在宅看取りに関する対応方針（診療所） 
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本人や家族の明確な希望があれば対応しているが、在宅等での看取りには反対である

（回答無し）



 

 

問８－５ 在宅看取りの実施上の困難・不安、または在宅看取りを実施して

いない理由を教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 訪問診療や往診と同様に「夜間や休日の対応が困難」との回答が多い（74%）。 

 次いで「スタッフの確保が困難」との回答が多くなっている（56%）。 

 

図表 3-129 在宅看取り実施上の困難・不安や、在宅看取りを実施して 

いない理由（診療所） 

1位 2位 
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困
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大坂上 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 

日野第一 100% 33% 0% 100% 33% 0% 0% 33% 0% 0% 

日野第二 80% 30% 30% 60% 0% 10% 0% 10% 50% 20% 

日野第四 33% 67% 0% 33% 0% 0% 33% 0% 33% 33% 

七生 100% 100% 100% 100% 50% 50% 50% 0% 50% 0% 

三沢 77% 62% 46% 38% 15% 8% 15% 15% 38% 8% 

日野第三 100% 100% 100% 100% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 

平山 0% 0% 0% 100% 100% 0% 0% 0% 100% 0% 

診療所 

合計 
74% 50% 35% 56% 15% 9% 12% 12% 41% 15% 



 

 

3.10 在宅療養への意見 

 

問９－１ この数年で、介護職との連携が取りやすくなったと感じますか。 

（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 介護職との連携については地域差が大きく、大坂上や日野第二では連携が進

んでいると感じている診療所が尐ない一方で、日野第四、七生、平山では連

携が進んでいると感じる割合が高い。 

 

図表 3-130 介護職との連携改善の認識（診療所） 

 

 

  

20%

33%

20%

33%

17%

50%

10%

33%

67%

20%

33%

24%

25%

25%

60%

40%

33%

36%

25%

33%

5%

50%

25%

10%

33%

20%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大坂上

（N=4）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=10）

日野第四

（N=3）

七生

（N=3）

三沢

（N=15）

日野第三

（N=0）

平山

（N=3）

診療所合計

（N=42）

とても感じる ときどき感じる あまり感じない まったく感じない 分からない

（回答無し）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 診療所と同様に地域差がある一方で、一部地域では診療所と異なる傾向が見

られる。日野第二については、診療所では「あまり感じない」との回答の多

かったが、歯科診療所では「とても感じる」という回答のみであった。 

 

図表 3-131 介護職との連携改善の認識（歯科診療所） 
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（N=3）

日野第一

（N=4）

日野第二

（N=1）

日野第四

（N=3）

七生

（N=3）

三沢

（N=3）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

歯科診療所合計

（N=19）

とても感じる ときどき感じる あまり感じない まったく感じない 分からない

（回答無し）



 

 

問９－２ 在宅療養関係者（病院、診療所、地域包括支援センター、ケアマ

ネ、介護職、訪問看護、薬局など）との連携について、困難に感

じていること、貴院の取組みや改善に向けたご意見を教えてくだ

さい。（自由記述） 

 

＜困難に感じていることについて＞ 

 診療所 4施設、歯科診療所 3施設から回答があった。具体的な内容は以下の

とおりである。 

 

＜取組みや改善に向けた意見について＞ 

 診療所 3施設、歯科診療所 4施設から回答があった。具体的な内容は以下の

とおりである。 

 

図表 3-132 在宅療養関係者との連携において困難に感じていること 

種別 所在地域 回答内容 

診療所 日野第二 介護申請等、包括支援センター、ケアマネ等が先んじて

行ってしまい、突然意見書が送られて来たり、患者家族

が申請の目的を理解していないケースが多い。又、意見

書のコピーを持っていて、担当医師が変ると「前の先生

はこの様に書いていました」と、例として見せるケアマ

ネ等も存在し、あってはならないと思っています。 

診療所 日野第二 忙しい 

診療所 日野第四 担当者が変わると、これまでの情報共有ができなくなる。

つまり、申し送りが困難。 

診療所 三沢 以前は困ることがあったが現在は円滑です 

歯科診

療所 

日野第一 意思疎通が困難であったり、開口がきびしい場合は処置

も困難であるため、連携が難しい。また、移動の際の車

が無い場合は範囲も限られるため、同様に連携は難しい。 

歯科診

療所 

日野第二 まだまだ口腔ケアの大切さ、機能維持のための情報が伝

わっていないと感じる。 

歯科診

療所 

七生 歯科治療に関して、在宅で行なう治療に制限があること

を介護関係者に理解されていない。出張診療（訪問専門）

とは考え方・体制が違う。 

 

 

 

 



 

 

 

図表 3-133 在宅療養関係者との連携における取組みや改善に向けた意見 

種別 所在地域 回答内容 

診療所 日野第二 診療所内にケアマネがいるので、とても助かっている。 

診療所 日野第二 上記の様な事（※）が起こった場合、当事者へ説明した

り、市への報告をしたりの対応を取っています。 

（※）前表の 1番目の回答を指している。 

診療所 日野第二 急性期病院からの逆紹介、地域連携が多くなり、外来が

忙しくなってきている。在宅に出る余裕がない。相談に

応じるのがやっとである。 

歯科診

療所 

日野第一 大学病院の口腔リハビリテーション科や往診車完備の施

設との連携が必要と思われる。 

歯科診

療所 

日野第二 ご高齢者が多いので、オーラルディアドコキネシス等利

用し、口腔機能維持のための知識を与える努力をしてい

る。また勉強会を（オーラルディアドコキネシスの数値

の低い方に声かけをして）休診日に行い、じっくりお話

している。 

歯科診

療所 

日野第四 外来診療があるので、積極的に取組めないが、患者から

の依頼には対応していく考えである。 

歯科診

療所 

七生 在宅では、できる範囲内での診療をしている。それ以上

の診療は搬送を考えてもらう。できるだけ診療所に来院

して欲しい。 

 

  



 

 

問９－３ 今後、日野市内の在宅療養支援体制の充実に向けた取組みを推進

していくに当たり、どのような立場の関係者に全体のコーディネ

ートを期待したいですか。（１つに○） 

 

＜診療所＞ 

 全体として、現場の医療従事者に全体のコーディネートを期待する回答が多

く、次いで医師会や行政など公益的第三者的立場に期待している回答が多か

った。 

 一方、日野第四では、現場の介護従事者が担うことを期待する回答が多かっ

た。 

 

図表 3-134 在宅療養支援体制の充実に向けた取組みのコーディネートを期待

したい関係者（診療所） 
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日野第四

（N=3）

七生

（N=2）

三沢

（N=12）

日野第三

（N=0）

平山

（N=2）

診療所合計

（N=36）

現場の医療従事者 現場の介護従事者 医師会や行政など公益的・第三者的立場 その他

（回答無し）



 

 

＜歯科診療所＞ 

 全体として、医師会や行政など公益的第三者的立場に全体のコーディネート

を期待する回答が多く、次いで現場の介護従事者に期待している回答が多か

った。 

 一方、日野第二では、現場の医療従事者が担うことを期待する回答のみであ

った。 

 

図表 3-135 在宅療養支援体制の充実に向けた取組みのコーディネートを期待

したい関係者（歯科診療所） 
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（N=2）

歯科診療所合計

（N=17）

現場の医療従事者 現場の介護従事者 医師会や行政など公益的・第三者的立場 その他

（回答無し）



 

 

問９－４ 日野市方針「在宅療養の支援体制の充実」に対するご意見等が 

ございましたら、お聞かせください。（自由記述） 

 

 診療所 3施設、歯科診療所 2施設から回答があった。具体的な内容は以下の

とおりである。 

図表 3-136 「在宅療養の支援体制の充実」に対する自由意見 

種別 所在地域 回答内容 

診療所 日野第二 介護認定審査会でも、座長は医師である事を考えれば、

やはり中心は医師となり医師からの指示で動くべきでは

ないでしょうか。介護従事者が先回りして動いている現

在、主治医は意見書を書いてくれる人という印象が強い

です。まず、患者さんが一番困っている病態を診ている

医師が、その場合主治医であるという理解が必要で、そ

の主治医の指示のもと動くのが本来の姿と思います。例

えば高血圧で内科にかかっていて、転んで圧迫骨折をし

てしまい動けなくなってしまったそんな時、一番困って

いることは骨折による痛みであり、それを診ているのは

新たにかかる整形外科の医師であり、その医師が在宅療

養については主治医と思います。その骨折がおこってい

る事を知らされず、平素通院中の内科に意見書等が送ら

れても何も意味をなさないと思います。これらの理解は

尐なくとも必要です。 

診療所 日野第三 医療従事者と介護従事者の相互の理解と協力と話し合い

が大変困難に思えます。（患者に対して） 

診療所 三沢 公平性や透明性を担保するために行政などに連携の拠点

をおいて欲しいと考えています。 

歯科診

療所 

日野第二 高齢者の患者さんは多いが、歯科医師会に未入会のため

情報が入ってこないように思います。地域の医師、歯科

医師、ケアマネ等もっと介助者に対し情報交換が必要で

す。数人のケアマネとお付き合いしましたが、情報交換

を密にしてくれる方は 3人だけでした。在宅生活の方は、

基礎疾患をもっている方がほとんどでコーディネートす

るには医科の知識が必要と思います。 

歯科診

療所 

七生 患者搬送のシステムを作り、できるだけ診療所での治療

が可能となる様にして欲しい。在宅での訪問歯科治療は

義歯関係が主となるべき。 

  



 

 

4 医療機関アンケート調査（病院） 

4.1 調査結果の概要 

＜回答者の属性について＞ 

 日野第二の 2 病院、日野第一の 1 病院、日野第四の 1 病院の合計 4 病院か

ら回答が得られた。 

 開業年数については、5年未満が 1病院、10～20年未満が 2病院、30年以

上が 1病院となっている。 

 診療所における標榜診療科は、多い順に、内科、小児科、精神科となってい

る。 

 連携している施設について、1病院は特になし、その他の 3病院は他施設と

一定の連携を実施している。 

 レセプト電算化、電子カルテの導入について、4 病院全てが対応している。 

 遠隔診療の実施状況については、実施しているという回答は得られていない。 

 ICTを活用した診療支援等のツールについては、1病院で訪問診療関係の支

援ツールを活用している。 

 

＜診療体制について＞ 

 病院により差があるものの、曜日により診察時間や医師の体制が限定される

場合が見られる。 

 訪問診療、往診に対応する病院は 1施設となっている。 

 医師の年齢構成については、50代、40代、30代の順に多いが、概ね同程度

となっている。 

 医療従事者は日野第二に集中しているが、介護職やリハ職は日野第一にも多

く配置されている。 

 常勤医師の半数以上は市外から通勤している。 

 医師の過不足状況については、回答のあった 3病院はいずれも現時点におい

て不足しているとしているが、うち 2病院については将来的に解消する見込

みとしている。 

 

＜患者数等の状況について＞ 

 外来患者数は、1 千人以下の病院、1 万人以下の病院、2 万人以上の病院と

なっており、病院間の差が大きくなっている。 



 

 

 外来患者に占める高齢者の割合については、3病院で 7割以上だが、1病院

でほとんどいないという回答となっている。 

 1年間の入院受入れ患者数は、5,000 人以上の病院、500人以下の病院、250

人以下の病院となっており、病院間の差が大きくなっている。 

 入院患者に占める高齢者の割合については、3 病院でほとんど全てだが、1

病院で半数となっている。 

 過去 5年の患者数の動向については、3病院で増えているとの回答となって

おり、1病院でこれまでと変わらないとの回答となっている。 

 

＜退院支援の取組み状況について＞ 

 他院からの紹介率については、3病院で 80%、1病院で 50～64%となってい

る。 

 他院への逆紹介率については、2病院で 40～69%、2病院で 39%以下となっ

ている。 

 地域別の病診連携の傾向については、一部の地域については、当該地域の診

療所とよく連携しているという回答となっている。 

 退院時カンファレンスの実施状況については、ほぼ全員に対して実施してい

る病院から、ほとんど実施していない病院まで様々となっている。 

 

＜在宅療養の取組み状況について＞ 

 5 年前と比較した在宅療養のニーズ動向については、「どちらかというと増

えている」が 3病院、「これまでと変わらない」が 1病院となっている。 

 在宅療養への取組みについては、病院によって対応内容が様々となっている。 

 在宅療養を希望する患者が発生した場合の対応については、3病院が他院と

連携して対応していると回答している。 

 在宅療養支援病院となっている病院は、1つのみとなっている。 

 

＜訪問診療の取組み状況について＞ 

 訪問診療の実施状況については、1病院のみ実施している。 

 実施していない病院については、2病院がスタッフの確保が困難と回答して

いる。 

 

 

 



 

 

＜往診の取組み状況について＞ 

 往診の実施状況については、1病院のみ実施している。 

 実施していない病院については、2病院がスタッフの確保が困難と回答して

いる。 

 

＜看取りの実施状況について＞ 

 在宅看取りの実施状況については、1病院のみ実施している。 

 実施していない病院については、2病院がスタッフの確保が困難と回答して

いる。 

 

＜在宅療養への意見について＞ 

 この数年での介護職との連携の取りやすさの変化については、2病院が「と

きどき感じる」、1 病院が「あまり感じない」、1 病院が「わからない」とし

ている。 

 在宅療養支援体制の充実に向けた取組みを推進していくコーディネーター

として期待する者については、2 病院が現場の医療関係者と回答しており、

1病院が医師会や行政など公益的第三者的立場と回答している。 

 

 

 

 

  



 

 

4.2 回答者の属性 

 

問１－１ 貴院の所在地域（中学校区）を教えてください。（１つに○） 

 

 日野第二で 2病院、日野第一及び日野第四でそれぞれ 1病院回答があった。 

 

 

問１－２ 貴院の所在地域（日常生活圏域）を教えてください。（１つに○） 

 

 とよだ圏域で 3病院、ひの圏域で 1病院回答があった。 

 

 

問１－３ 貴院の病床数を教えてください。（それぞれ１つに○） 

 

 一般病床については、日野第一で「20～100床」との回答が 1病院、日野第

二で「100床以上」との回答が 1病院であった。 

 療養病床については。日野第一、日野第二、日野第四で「20～100床」との

回答がそれぞれ 1病院ずつであった。 

 精神病床については、日野第四で「20～100床」との回答が 1病院であった。 

 

 

問１－４ 現在地で開業している年数を教えてください（１つに○） 

 

 10～20年未満との回答が 2病院あり、5年未満が 1病院、30年以上が 1病

院ある。 

 

 

  



 

 

問１－５ 貴院の標榜診療科を教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 日野第一の 1病院は内科、小児科を標榜している。 

 日野第二の 1病院は内科、外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、

耳鼻咽喉科、眼科、小児科、産婦人科、精神科、歯科、その他複数の診療科

を標榜している。 

 もう一方の日野第二の 1病院は内科を標榜している。 

 日野第四の 1病院は内科、精神科、その他としてリハビリテーション神経内

科を標榜している。 

 

図表 4-1 標榜診療科 
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問１－６ 併設施設はありますか。（該当するもの全てに○） 

 

 回答のあった病院については、日野第四の 1病院は「デイケア」を併設して

おり、日野第一と日野第二のそれぞれ 1病院は「併設施設はない」との回答

であった。 

 

 

問１－７ 連携している施設はありますか（併設施設を除く）。 

（該当するもの全てに○） 

 

 日野第一の 1病院は特に連携していない。 

 日野第二の 1病院は、同じ法人内で連携しており、もう 1つの病院は訪問看

護ステーション、調剤薬局、介護施設など複数の施設と連携している。 

 日野第四の 1病院は、MRI検査で連携している。 

 

 

問１－８ 貴院のレセプト電算化の状況を教えてください。（１つに○） 

 

 回答のあった 4病院全てがレセプトの電算化を進めている。 

 

 

問１－９ 貴院の電子カルテの導入状況を教えてください。（１つに○） 

 

 回答のあった 4病院全てが電子レセプトを導入している。 

 

 

問１－１０ 電子カルテを活用した情報連携の状況を教えてください。 

（１つに○） 

 

 回答のあった 4病院のいずれにおいても電子カルテの活用は、院内での活用

にとどまっている。 

 

 

問１－１１ 貴院では遠隔診療を実施していますか。（１つに○） 

 

 回答のあった 4病院のいずれにおいても遠隔診療は実施していない。 

 



 

 

問１－１２ 貴院では ICTを活用した診療支援等のツールを利用しています 

か。（１つに○） 

 

 日野第二の 1 病院が ICT を活用した診療支援ツール（訪問診療時にノート

PCで電子カルテをリモート操作）を活用している。 

 

 

  



 

 

4.3 診療体制について 

 

問２－１ 貴院の診療体制・時間を教えてください。 

（数字を記入／それぞれ１つに○） 

 

＜外来の診療体制について＞ 

 日野第一の 1病院は平日の全ての曜日及び土曜日に外来を実施しており、木

曜日と土曜日が1人体制になるがそれ以外の曜日は2人体制で実施している。 

 日野第二の 1病院は平日の全ての曜日及び土曜日に外来を実施しており、金

曜日が 1人体制になるがそれ以外の曜日は 2人体制で実施している。 

 日野第四の 1病院は水曜日と金曜日のみ外来を実施している。 

 

＜外来の診療時間について＞ 

 日野第一の 1病院については、月曜日から水曜日まで及び金曜日については

診療時間が長くなっているが、回答が医師 2人分の延べ診療時間となってい

る可能性がある。実際の診察時間が回答の半数だと仮定すると、平日につい

ては 4 時間または 5.5時間、土曜日については 2.5 時間の診察時間である。 

 日野第二の 1病院については、水曜日のみ外来の診療時間が 5.5時間となっ

ているほかは、3時間の診察時間である。 

 日野第四の 1病院については、診察を行う曜日については 3時間の診察時間

である。 



 

 

図表 4-2 曜日別平均診療時間 

 

※病院からの回答が得られなかった地域に関しては記載を省略している。 

 

 

 

＜訪問診療＞ 

 日野第二の 1 病院が平日に概ね 2 名体制（月曜日は 3 名、金曜日は 1 名）

で実施している。 

 対応時間は月曜日が 12時間と長く、金曜日が 5時間と短くなっている他は

10時間前後である。 

 

＜往診＞ 

 日野第二の 1病院が平日及び土曜日に 1名体制で実施している。 

 24時間対応ではなく、一部対応となっている。 
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問２－２ 貴院の医師（歯科医師）の人数を年代別に教えてください。 

（数字を記入） 

 

 回答のあった病院で比較すると、日野第二の病院は常勤医師が多く勤務して

いる。 

 常勤では、日野第二は約 3割が 30代の医師だが、日野第一や日野第四は 40

代～60代の医師のみとなっている。 

 非常勤についても、20代及び 30代は日野第二に多く勤務している（常勤換

算 22.9 人）が、日野第一に 20代（常勤換算 0.6人）、日野第四に 20代及び

30代（常勤換算 2.3人）の医師が勤務している。 

 40 代以降の非常勤については、日野第二（常勤換算で 8.6 人）が多い傾向

は一致しているが、日野第一（常勤換算 2.4 人）、日野第四（常勤換算 0.5

人）との差は小さくなっている。 

 

図表 4-3 中学校区別・年代別医師数（常勤） 

  

17 17

2

15

3

20

2

21

23

3

2

5

4

56

5

65

0

10

20

30

40

50

60

70

大坂上

（N=0）

日野第一

（N=1）

日野第二

（N=2）

日野第四

（N=1）

七生

（N=0）

三沢

（N=0）

日野第三

（N=0）

平山

（N=0）

病院合計

（N=4）

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

（人）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）

（
回
答
無
し
）



 

 

問２－３ 貴院の医療従事者の人数を職種別に教えてください。 

（数字を記入） 

 

 日野第二の 2病院に医療従事者が集中しているが、介護職やリハ職（理学療

法士、作業療法士、言語聴覚士）は日野第四の 1病院にも多く配置されてい

る。 

  

図表 4-4 常勤医療従事者数 
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問２－４ 常勤医師（歯科医師）の居住地について教えてください。 

（数字を記入） 

 

 いずれの病院においても、常勤の職員の半数以上は市外から通勤している。 

 市全体で見ると、自宅と施設が近接しているのは 2%、市内からの通勤者が

25%、市外からの通勤者が 74%である。 

 

図表 4-5 常勤医師の居住地 
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問２－５ 貴院の医師（歯科医師）や医療従事者の人数について、現在及び 

将来の過不足状況を職種別に教えてください。 

（それぞれ１つに○） 

 

＜医師数＞ 

 日野第四の 1病院は、現在の医師数は充足していても将来的には不足すると

見込んでいる。 

 日野第一及び日野第二のそれぞれ 1病院は、現在は不足していても、将来的

には解消すると見込んでいる。 

 

＜看護師数＞ 

 日野第四の 1病院は、現在の看護師数は充足しており、将来的にも不足しな

いと見込んでいる。 

 日野第一の 1病院は、現在不足していても、将来的には解消すると見込んで

いる。 

 日野第二の 1病院は、現在不足していて、将来的にも解消しないと見込んで

いる。 

 

＜薬剤師数＞ 

 日野第一の 1病院は、現在の薬剤師数は充足しており、将来的にも不足しな

いと見込んでいる。 

 日野第四の 1病院は、現在充足していても、将来的には不足すると見込んで

いる。 

 日野第二の 1病院は、現在不足していて、将来的にも解消しないと見込んで

いる。 

 

＜看護助手数＞ 

 日野第四の 1病院は、現在充足していても、将来的には不足すると見込んで

いる。 

 日野第二の 1病院は、現在不足していて、将来的にも解消しないと見込んで

いる。 

  

＜リハ職数＞ 

 日野第一の 1病院は、現在のリハ職数は充足しており、将来的にも不足しな

いと見込んでいる。 

 日野第四及び日野第二のそれぞれ 1病院は、現在不足していても、将来的に

は解消すると見込んでいる。 



 

 

 

＜医療ソーシャルワーカー数＞ 

 日野第四の 1病院は、現在の医療ソーシャルワーカー数は充足しており、将

来的にも不足しないと見込んでいる。 

 日野第二の 1病院は、現在不足していて、将来的にも解消しないと見込んで

いる。  

  

＜介護職数＞ 

 日野第二及び日野第四のそれぞれ 1病院は、現在の介護職数は充足している

が、将来的には不足すると見込んでいる、。 

 日野第二の 1病院は、現在不足していて、将来的にも解消しないと見込んで

いる。  

 

＜ケアマネジャー数＞ 

 日野第四の 1病院は、現在のケアマネジャー数は充足しており、将来的にも

不足しないと見込んでいる。 

 日野第二の 1病院は、必要ないため配置していないとしている。  

  

  



 

 

4.4 患者数等の状況について 

 

問３－１ 貴院の直近 1年間の外来患者の総数を教えてください。 

（概算で可・数字を記入） 

 

 外来患者数は、日野第一及び日野第二のそれぞれ 1病院が、1万人以下であ

るのに対し、日野第四の病院は 1千人以下、日野第二の病院は 2万人以上と

回答しており、病院間で差が生じている。 

 

 

問３－２ 貴院の外来患者に占める高齢者の割合を教えてください。 

（概算で可・１つに○） 

 

 日野第一の 1 病院は「ほとんどいない」、日野第二の 2 病院は「7～8 割」、

日野第四の 1病院は、「ほとんどすべて」といった回答であった。 

 

 

問３－３ 貴院の直近 1年間の入院受入れ患者の総数を教えてください。 

（概算で可・数字を記入） 

 

 入院患者数は、日野第一及び日野第四のそれぞれ 1病院が、250人以下であ

るのに対し、日野第二の 1 病院は 500 人以下、日野第二の 1 病院は 5 千人

以上と回答しており、病院間で差が生じている。 

 

 

問３－４ 貴院の入院患者に占める高齢者の割合を教えてください。 

（１つに○） 

 

 日野第二の 1 病院は「半数」、日野第一、日野第二及び日野第四のそれぞれ

1病院は、「ほとんどすべて」といった回答であった。 

 

 

 

 

 

 



 

 

問３－５ 貴院での 5 年前と比較した患者数の動向（実績）を教えてくださ

い。（１つに○） 

 

 日野第一の 1病院は「これまでと変わらない」との回答であったが、他の日

野第二の 2病院及び日野第四の 1病院は、「増えている」との回答であった。 

 

 

問３－６ 貴院での 5年後の患者数の動向（見込み）を教えてください。 

（１つに○） 

 

 日野第一及び日野第四のそれぞれ 1 病院は「これまでと変わらないと思う」

との回答であったが、日野第二の 1 病院は、「増えると思う」との回答であ

った。 

 

 

  



 

 

4.5 退院支援の取組み状況について 

 

問４－１ 貴院の他院からの紹介率を教えてください。（１つに○） 

 

 日野第二の1病院の紹介率は「50～64%」であったが、その他3病院は「80%」

と高い紹介率であった。 

 

 

問４－２ 貴院の他院への逆紹介率を教えてください。（１つに○） 

 

 日野第一及び日野第二のそれぞれ 1 病院の逆紹介率は「39%以下」であり、

日野第二及び日野第四のそれぞれ 1病院は「40～69%」であった。 

 

 

問４－３ 貴院の地域別の病診連携の傾向について教えてください。 

（地域ごとに１つに○） 

 

＜大坂上・七生・日野第三・平山＞ 

 回答のあった日野第二の 2病院及び日野第四の 1病院の中で、よく連携して

いる又はあまり連携していないと回答した病院は無く、全ての病院が「どち

らでもない」と回答した。 

 

＜日野第一・日野第二＞ 

 日野第二の 2病院は「当該地域の診療所とよく連携している」との回答であ

ったのに対し、日野第四の 1病院は「どちらでもない」との回答であった。 

 

＜日野第四＞ 

 日野第二の 1病院は「当該地域の診療所とよく連携している」との回答であ

ったのに対し、日野第二及び日野第四のそれぞれ 1病院は「どちらでもない」

との回答であった。 

 

＜三沢＞ 

 日野第二の 1病院は「当該地域の診療所とよく連携している」との回答であ

ったのに対し、日野第二の 1 病院は「どちらでもない」、日野第四の 1 病院

は「当該地域の診療所とはあまり連携していない」との回答であった。 

 



 

 

問４－４ 直近 1年間の退院患者の総数、退院先の構成を教えてください。 

（概算で可・数字を記入） 

 

 日野第一の 1 病院は退院患者数が 100 人以下であり、日野第二及び日野第

四のそれぞれ 1 病院が 500 以下であり、日野第二の 1 病院は 5 千人を超え

ており、病院間にも差がある。 

 日野第二では自院外来への逆紹介が多く、日野第四では診療所の外来に逆紹

介している割合が高い。 

 

図表 4-6 直近 1年間の退院患者の退院先 

 

 

 

 

問４－５ 貴院で退院時カンファレンスを実施した患者割合を教えてくださ

い。（１つに○） 

 

 日野第一の 1 病院はほとんど実施していないという状況で、日野第二の 1

病院が 2～3割に実施しており、日野第二の 1病院が 7～8割実施しており、

日野第四の 1病院はほぼ全員に対して実施している。 
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問４－６ 貴院で退院時カンファレンスに参加するスタッフの範囲を教えて

ください。（職種ごとに１つに○） 

 

＜主治医＞ 

 「必ず参加」と回答した病院が 2 病院、「患者の状態によって参加」と回答

した病院が 2病院であった。 

 

＜担当看護師＞ 

 「必ず参加」と回答した病院が 2 病院、「患者の状態によって参加」と回答

した病院が 1病院であった。 

 

＜薬剤師＞ 

 「患者の状態によって参加」と回答した病院が 3 病院、「参加を求めていな

い」と回答した病院が 1病院であった。 

 

＜医療ソーシャルワーカー＞ 

 「必ず参加」と回答した病院が 1 病院、「概ね参加」と回答した病院が 1 病

院であった。 

 

＜リハ職＞ 

 「必ず参加」と回答した病院が 1 病院、「概ね参加」と回答した病院が 1 病

院、「患者の状態によって参加」と回答した病院が 2病院であった。 

 

＜ケアマネジャー＞ 

 「概ね参加」と回答した病院が 2 病院、「患者の状態によって参加」と回答

した病院が 2病院であった。 

 

＜受け入れ側の医師＞ 

 「患者の状態によって参加」と回答した病院が 1 病院、「参加を求めていな

い」と回答した病院が 2病院であった。 

 

＜受け入れ側の看護師＞ 

 「患者の状態によって参加」と回答した病院が 2 病院、「参加を求めていな

い」と回答した病院が 1病院であった。 

 

＜CWなどの福祉職員＞ 

 3病院が「患者の状態によって参加」と回答した。 



 

 

問４－７ 貴院の退院支援担当者の配置人数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

 日野第一の 1病院及び、日野第二の 1病院は担当者が 3人前後となっており、

日野第四の 1病院が 5人程度であり、日野第二が 7人程度となっている。 

 

 

問４－８ 貴院での退院支援担当者の人数の過不足感を教えてください。 

（１つに○） 

 

 日野第一の 1病院は「どちらかと言えば充足している」という回答であった

が、他の 3病院は「どちらかと言えば不足している」と回答されていた。 

 

 

 

  



 

 

4.6 在宅療養の取組み状況 

 

問５－１ 5 年前と比較して在宅療養のニーズをどのようにとらえています

か。（１つに○） 

 

 日野第二及び日野第四では、3病院とも「どちらかというと増えている」の

回答であり、日野第一の 1病院は「これまでと変わらない」との回答であっ

た。 

 

 

問５－２ 貴院の在宅療養への取組みについて教えてください。 

（それぞれ１つに○） 

 

 日野第二の 2病院が在宅療養は「推進すべき」と回答している一方、日野第

四の 1病院は「分からない」との回答であった。 

 日野第二では、1 病院は在宅療養と急変時の受け入れの両方を行っており、

他の 1病院は急変時の受け入れのみを行っている。 

 日野第四の 1病院では、在宅療養のみを行っている。 

 

 

問５－３ 在宅療養を希望する患者が発生した場合、どのように対応してい

ますか。（１つに○） 

 

 基本的には他院と連携している例が多いものの、日野第二の 1病院は自院で

対応しているとの回答であった。 

 

 

問５－４ 在宅療養支援病院の届出状況を教えてください。（１つに○） 

 

 在宅療養支援病院となっているのは、日野第二の 1病院であり、他の病院は

届け出ていない。 

 

 

 

 

 



 

 

問５－５ 在宅療養支援病院を届け出ていない理由を教えてください。 

（３つまで○） 

 

 日野第一の 1病院は、「24時間連絡を受ける体制が常時確保できるとは限ら

ない」「24時間往診可能な体制が常時確保できるとは限らない」「24時間訪

問看護可能な体制が常時確保できるとは限らない」と回答していた。 

 日野第二の 1病院と日野第四の 1病院は、「24時間往診可能な体制が常時確

保できるとは限らない」と回答していた。 

 

 

問５－６ 居宅療養管理指導を算定されていますか（１つに○） 

 

 居宅療養管理指導を日野第二の 1病院が概ね算定している以外は、算定した

ことがないとしている。 

 

 

  



 

 

4.7 訪問診療の取組み状況 

 

問６－１ 貴院では訪問診療を実施していますか。（１つに○） 

 

 訪問診療を実施しているのは、日野第二の 1病院のみである 

 

 

問６－２ 訪問時のスタッフの体制を教えてください。（１つに○） 

 

 日野第二の 1病院の訪問時の体制は、医師＋看護師の体制で実施するとして

いる。 

 

 

問６－３ 貴院の訪問診療の受持ち患者数、施設数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

 現在、訪問診療を実施している日野第二の 1 病院は、月当たり 142 人の受

け持ちとなっており、診療所と比較しても多い水準となっている。 

 また、施設等への訪問でも月当たり 4施設 70人を診察している。 

 

 

問６－４ 今後需要があれば、貴院の訪問診療を拡大することは可能ですか。 

（１つに○） 

 

 訪問診療を実施している日野第二の 1病院は、余力がないため拡大できない

意向を示している。 

 

 

問６－５ 貴院の患者 1人当たりの平均的な訪問回数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

 日野第二の 1病院では、平均訪問回数は月当たり 2回である。 

  



 

 

問６－６ 貴院で訪問診療が提供可能な範囲を教えてください。 

（１つに○・数字を記入） 

 

 日野第二の 1病院は、半径 15kmまで訪問診療を実施できるとしている。 

 

 

問６－７ 訪問診療の実施上の困難・不安、または訪問診療を実施していな

い 

理由を教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 日野第二の 1病院、日野第四の 1病院が「スタッフの確保が困難」との回答

であった。 

 また、その他の回答として、「病院運営にあたり具体的な話が出ていない」

との回答があった。 

 

 

  



 

 

4.8 往診の取組み状況 

 

問７－１  貴院では往診を実施していますか。（１つに○） 

 

 往診を実施しているのは、日野第二の 1病院のみである。 

 

 

問７－２  貴院の往診患者数を教えてください。（数字を記入） 

 

 日野第二の 1病院の往診患者数は、月当たり 27人との回答であった。 

 

 

問７－３ 貴院では診療時間外に患者からの急な呼び出しに対応しています

か。（１つに○） 

 

 日野第二の 1病院は、他院と連携し当番制で 365日体制をとっている。 

 

 

問７－４ 往診の実施上の困難・不安、または往診を実施していない理由を 

教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 日野第二の 1病院、日野第四の 1病院が「スタッフの確保が困難」との回答

であった。 

 また、その他の回答として、「病院運営にあたり具体的な話が出ていない」

との回答があった。 

 

 

  



 

 

4.9 看取りの取組み状況 

 

問８－１  貴院では在宅看取りを実施していますか。（１つに○） 

 

 日野第二の 1病院のみが在宅での看取りを対応している。 

 

 

問８－２  貴院での直近 1年間の在宅看取り件数を教えてください。 

（数字を記入） 

 

 日野第二の 1病院では、在宅の看取りを年間 44件実施している。 

 

 

問８－３  5年前と比較した在宅看取り希望の傾向を教えてください。 

（１つに○） 

 

 日野第二の 1病院は在宅看取りの希望は「増えている」と回答している。 

 

 

問８－４ 貴院での在宅看取りに関する対応方針を教えてください。 

（１つに○） 

 

 日野第二の 1病院は「本人や家族の不安を踏まえた説明やサポートを行う等、

積極的に推奨している」と回答している。 

 

 

問８－５ 在宅看取りの実施上の困難・不安、または在宅看取りを実施して 

いない理由を教えてください。（該当するもの全てに○） 

 

 「スタッフの確保が困難」と日野第四の 1病院と日野第二の 1病院が回答し

ている。 

 「訪問診療や往診を実施していないため在宅看取りにも対応していない」と

日野第一の 1病院と日野第二の 1病院が回答している。 

 また、日野第二の 1病院は「患者宅への移動が困難」とも回答している。 

 

  



 

 

4.10  在宅療養への意見 

 

問９－１ この数年で、介護職との連携が取りやすくなったと感じますか。 

（１つに○） 

 

 日野第二の 2病院については、「ときどき感じる」と回答している。 

 日野第四の 1病院については、「あまり感じない」と回答している。 

 日野第一の 1病院については、「分からない」と回答している。 

 

 

問９－２ 在宅療養関係者（病院、診療所、地域包括支援センター、ケアマ

ネ、介護職、訪問看護、薬局など）との連携について、困難に感

じていること、貴院の取組みや改善に向けたご意見を教えてくだ

さい。 

 

＜困難に感じていることについて＞ 

 1施設から回答があった。具体的な内容は以下のとおりである。 

 

＜取組みや改善に向けた意見について＞ 

 1施設から回答があった。具体的な内容は以下のとおりである。 

 

図表 4-7 在宅療養関係者との連携において困難に感じていること 

所在地域 回答内容 

日野第二 個人情報（特に診療情報）の共有 

 

図表 4-8 在宅療養関係者との連携における取組みや改善に向けた意見 

所在地域 回答内容 

日野第二 退院前カンファレンスを必要時に開催するようにしている。会議

や研修会に積極的に参加し、顔の見える連携を心がけている 

 

  



 

 

問９－３ 今後、日野市内の在宅療養支援体制の充実に向けた取組みを推進

していくに当たり、どのような立場の関係者に全体のコーディネ

ートを期待したいですか。（１つに○） 

 

 日野第二の 1病院と日野第四の 1病院は「現場の医療従事者」に期待してい

るとの回答であった。 

 もう一つの日野第二の 1 病院については、「医師会・行政などの第三者的立

場」に期待したいとの回答であった。 

 

 

問９－４ 日野市方針「在宅療養の支援体制の充実」に対するご意見等がご

ざいましたらお聞かせください。（自由記述） 

 

 本設問においては、回答は得られなかった。 


